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まえがき 
 
この新しいスキャナには、工場出荷前にデフォルトのコミュニケーションプロトコル（初

期設定）が設定されています。多くのホストシステムには、固有のフォーマットとプロト

コル要件が設定されています。メトロロジックの製品では、本書の設定バーコードを選択

することによって幅広い設定がご利用いただけます。 
 
設定が完了したら、スキャナは不揮発性メモリ（NOVRAM）に設定を格納します。電源を

オフにすると、NOVRAMは設定を保存します。 
 

シンボルキーについて 

*  （アスタリスク） デフォルトの機能 

~  （波形記号） 
これらの機能には「マルチコード方式」を使用する必要がありま

す。viii ページの「バーコード設定方法」を参照してください。 

 重要 

 
メモ 

 
 



バーコード設定方法 

 

 

viii

バーコードの設定方法 
 
メトロロジックのスキャナは、2つの方法でバーコード設定ができます。 

「シングルコード方式」と「マルチコード方式」です。 
 

シングルコード方式 
 
ほとんどの機能はシングルコード方式で有効または無効にすることができます。 
 
1. スキャナの電源を入れます。 
2. 希望する機能のバーコードをスキャンします。 
3. 設定が NOVRAMに保存されたことを示すマルチトーンの「設定保存」ブザーを確

認します。 
 
 

マルチコード方式 
 
すべての機能は「マルチコード方式」で有効または無効にすることができます。 

波形記号（ ~ ）のついた機能には「マルチコード方式」を使用する必要があります。 
 
1. スキャナの電源を入れます。 
2. 「設定モード開始／終了」バーコードをスキャンします。（ブザー音 3回） 
3. 希望する機能のバーコードをスキャンします。（ブザー音 1回） 
4. 「設定モード開始／終了」バーコード（ブザー音 3回）をスキャンして、新しい

設定を保存します。 
 

設定モード開始／終了 

³ 9 9 9 9 9 9  
 
設定の変更を中止するには、「設定モード開始／終了」バーコードをスキャンする前に

電源をオフにしてください。 
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最初からやり直す場合 
 
「デフォルト」バーコードをスキャンしてください。これまでの設定をすべて消去してス

キャナをデフォルトのコミュニケーションプロトコル（初期設定）に戻します。 
 

• キーボードウェッジ・インターフェース・スキャナはキーボードウェッジのデ

フォルトを読み込みます。 
• その他のスキャナは RS232デフォルトを読み込みます。 

 
 

Metrologicは OEMのデフォルトを読み込める特別注文の OEMスキャナを製造し

ています。「メトロロジック・デフォルト」のコミュニケーションプロトコルに

影響するかどうかは、セクション Nの「カスタムデフォルト」を参照してくださ

い。 
 
 
 

デフォルト 

³ 9 9 9 9 9 8  
 

 
 





Aコードタイプとデコードの規定

 

 1

セクション A  UPC/EAN 
 
*  UPC/EANを有効にする  UPC/EANを無効にする 

³ 1 0 0 1 1 6  

 

³ 1 0 0 1 0 6  

*  UPC-Aを有効にする  UPC-Aを無効にする 

³ 1 0 0 2 1 6  

 

³ 1 0 0 2 0 6  

*  UPC-Eを有効にする  UPC-Eを無効にする 

³ 1 0 0 2 1 0  

 

³ 1 0 0 2 0 0  
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セクション A  UPC/EAN 
 
*  EAN-13を有効にする  EAN-13を無効にする 

³ 1 0 0 2 1 1  

 

³ 1 0 0 2 0 1  

*  EAN-8を有効にする  EAN-8を無効にする 

³ 1 0 0 2 1 4  

 

³ 1 0 0 2 0 4  

*  UPC-E自動 2回 
一致読取を有効にする  UPC-E自動 2回 

一致読取を無効にする 

³ 1 0 1 1 0 4  

 

³ 1 0 1 1 1 4  
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セクション A  Code 128 
  
*  Code 128を有効にする  Code 128を無効にする 

³ 1 0 0 1 1 3  

 

³ 1 0 0 1 0 3  

UCC/EAN-28 
「]C1」コードフォーマット
を有効にする 

 
UCC/EAN-128 
「]C1」コードフォーマット
を無効にする 

³ 1 0 0 3 1 4  

 

³ 1 0 0 3 0 4  
 
クーポンコード 128については、5ページのセクション Bを参照してください。 
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セクション A  Code 39 
 
*  Code 39を有効にする  Code 39を無効にする 

³ 1 0 0 1 1 1  

 

³ 1 0 0 1 0 1  

Code 39でMOD 43チェック
を有効にする  *  Code 39でMOD 43チェッ

クを無効にする 

³ 1 0 0 2 1 3  
 
スキャナは有効な Modulo 43
チェック・デジットつきの
Code 39 バーコードのみス
キャンします。 

 

³ 1 0 0 2 0 3  
 
スキャナは Code 39バーコー
ドの Modulo 43チェック・デ
ジットをテストしません。 

Code 39でMode 43のチェッ
ク・デジットを送信する 

 
* Code 39でMode 43の
チェック・デジットを送信
しない 

³ 1 0 7 7 1 5  
 
この機能は「 Code 39 で
MOD 43 チェックを有効にす
る」と併用します。この機能
を稼働させるには、両オプ
ションとも有効にしてくださ
い。 . 

 

³ 1 0 7 7 0 5  
 
この機能では Code 39 の
Mod 43 チェック・デジット
を送信しません。 
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セクション A  Code 39 
 

Full ASCII Code 39を有効にする  *  Full ASCII Code 39を無効
にする 

³ 1 0 0 2 1 7  

 

³ 1 0 0 2 0 7  

PARAF対応を有効にする 
（イタリアの薬品コード） 

 *  PARAF対応を無効にする 

³ 1 0 0 2 1 5  
 
スキャナは Code 39 バーコード
を PARAFフォーマットに変換し
ます。 

 

³ 1 0 0 2 0 5  
 
スキャナは Code 39バーコー
ドを PARAF フォーマットに
変換しません。 

TRI-OPTIC Codeを有効にする  *  TRI-OPTIC Codeを無効に
する 

³ 1 0 0 3 1 2  

 

³ 1 0 0 3 0 2  
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セクション A Interleaved 2 of 5 
 
*  Interleaved 2 of 5 （ITF）
を有効にする  Interleaved 2 of 5（ITF）を無

効にする 

³ 1 0 0 1 1 5  

 

³ 1 0 0 1 0 5  

ITFのMOD 10 チェック・ 
デジットを有効にする  *  ITFのMOD 10 チェック・

デジットを無効にする 

³ 1 0 0 3 1 0  
 
スキャナは Modulo 10チェッ
ク ・ デ ジ ッ ト つ き の
Interleaved 2 of 5（ITF）バー
コードのみをスキャンしま
す。 

 

³ 1 0 0 3 0 0  
 
スキャナは Interleaved 2 of 5
（ITF）バーコードの Modulo 
10チェック・デジットをテス
トしません。 

ITFでMOD 10チェック・ 
デジットを送信する  * ITFでMOD 10チェック・

デジットを送信しない 

³ 1 0 7 7 1 4  
 
スキャナは Interleaved 2 of 5
（ITF）の MOD 10 チェック
キャラクタを送信します。 

 

³ 1 0 7 7 0 4  
 
スキャナは Interleaved 2 of 5
（ ITF）の MOD 10 チェッ
ク・デジットを送信しませ
ん。この機能は「ITFで MOD 
10チェック」と併用します。
この機能を稼働させるには、
両方とも有効にしてくださ
い 
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セクション A Interleaved 2 of 5 
 
ALT チェック・デジット ITF
を有効にする  * ALTチェック・デジット

ITFを無効にする 

³ 1 0 0 7 1 7  
 
 

 

³ 1 0 0 7 0 7  
 

12桁 ITFチェック・デジット
（1桁目）を有効にする  * ノーマルチェック・ 

デジット 

³ 1 0 0 9 1 0  
 
この機能を有効にするには
「MOD 10 ITF チェック・デ
ジットが有効」でなければな
りません。12 キャラクタ ITF
チェック・デジット計算は 0
桁目ではなく 1 桁目から始ま
ります。 

 

³ 1 0 0 9 0 0  

ITF/Code 39 フィルタを有効
にする  * ITF/Code 39フィルタを無

効にする 

³ 1 0 0 4 1 6  
 
Code 39/ITFフィルタに対応 
 
 この機能は Codabar、

Code 93、その他の非標
準的なシンボルの読み
取りに悪影響を与える
ことがあります。 

 

³ 1 0 0 4 0 6  
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セクション A  Interleaved 2 of 5 
 

~  ITF読取桁数固定＃1 †  ~  ITF読取桁数固定＃2 † 

³ 9 0 1 6 0 0  
 
最初の ITF 読取桁数を固定す
るには、上記バーコードとセ
クション M †にある適切な
コードバイトをスキャンして
ください。   

 

³ 9 0 1 7 0 0  
 
2 番目の ITF 読取桁数を固定
するには、上記バーコードと
セクション M †にある適切な
コードバイトをスキャンして
ください。 

~  ITF最小読取桁数＃ †   

³ 9 0 3 4 0 0  
デコードする ITF の最小読取
桁数を指定するには、上記
バーコードと セクション M †

にある適切なコードバイトを
スキャンしてください。 

 †  viii ページのマルチコード
設定方法を参照してくださ
い。 
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セクション A スタンダード 2 of 5 
 
スタンダード 2 of 5を有効に
する  *  スタンダード 2 of 5を無効

にする 

³ 1 0 0 1 1 0  

 

³ 1 0 0 1 0 0  

~  スタンダード 2 of 5 
読取桁数固定   

³ 9 0 1 5 0 0  
 
デコードする ITF の読取桁数
を固定するには、上記バー
コードとセクション M †にあ
る適切なコードバイトをス
キャンしてください。 

 

†  viii ページのマルチコード設定方法を参照
してください。 
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セクション A その他 2 of 5 Codes 
 
Matrix 2 of 5を有効にする  *  Matrix 2 of 5を無効にする 

³ 1 0 0 0 1 5  

 

³ 1 0 0 0 0 5  

   

   

15桁 Airline 2 of 5を有効に 
する  *  15桁 Airline 2 of 5を無効に

する 

³ 1 0 0 0 1 4  

 

³ 1 0 0 0 0 4  
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セクション A その他 2 of 5 Codes 
 
13桁 Airline 2 of 5を有効に 
する  *  13桁 Airline 2 of 5を無効に

する 

³ 1 0 0 3 1 3  

 

³ 1 0 0 3 0 3  

Hong Kong 2 of 5を有効に 
する  *  Hong Kong 2 of 5を無効に

する 

³ 1 0 0 3 1 6  

 

³ 1 0 0 3 0 6  
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セクション A Codabar 
 
*  Codabarを有効にする  *  Codabarを無効にする 

³ 1 0 0 1 1 4  
 
 

 

³ 1 0 0 1 0 4  
 
 

デュアルフィールド Codabar
を有効にする  *  デュアルフィールド

Codabarを無効にする 

³ 1 0 0 0 1 2  

 

³ 1 0 0 0 0 2  

デュアル Codabar で Tab を
有効にする  *  デュアル Codabarで Tab

を無効にする 

³ 1 0 8 0 1 2  
 
この機能を有効にするには
「 デ ュ ア ル フ ィ ー ル ド
Codabar」が有効でなければ
なりません。スキャナはデュ
アルフィールド Codabar の
フィールド間に Tab を挿入し
ます。 

 

³ 1 0 8 0 0 2  
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セクション A Code 93および Code 11 
 
*  Code 93を有効にする  Code 93を無効にする 

³ 1 0 0 1 1 2  

 

³ 1 0 0 1 0 2  

Code 11を有効にする  *  Code 11を無効にする 

³ 1 0 0 0 1 3  

 

³ 1 0 0 0 0 3  
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セクション A Telepen 
 
Telepenを有効にする  *  Telepenを無効にする 

³ 1 0 0 0 1 7  

 

³ 1 0 0 0 0 7  

ALPHA Telepenを有効に 
する  *  ALPHA Telepenを無効に

する 

³ 1 0 0 0 1 6  
 

 

³ 1 0 0 0 0 6  
 

 



Aコードタイプとデコードの規定

 

 15

セクション A Plessey Codes 
 
MSI Plesseyを有効にする  *  MSI Plesseyを無効にする 

³ 1 0 0 2 1 2  

 

³ 1 0 0 2 0 2  

* MSI Plesseyチェック・ 
デジットなし   

³ 2 0 0 7 0 4  
 
スキャナは MSI Plesseyバー
コードのチェック・デジット
をテストしません。 

  

MSI Plessey MOD 10/10
チェック・デジットを有効に
する 

 *  MSI Plessey MOD 10 チェッ
ク・デジットを有効にする 

³ 2 0 0 7 3 4  
 
スキャナは MSI Plesseyバー
コードの 2 桁の Modulo 10
チェック・デジットをテスト
します。 

 

³ 2 0 0 7 2 4  
 
スキャナは MSI Plessey バー
コードの 1 桁の Modulo 10
チェック・デジットをテストし
ます。 
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セクション A Plessey Codes 
 
MSI Plessey チェック・デ
ジットを送信する  * MSI Plesseyチェック・デ

ジットを送信しない 

³ 1 0 7 7 1 1  
 
この機能は「MSI Plessey
モードを有効にする」オプ
ションのうち 1 つまたは両方
と併用することで有効になり
ます。 

 

³ 1 0 7 7 0 1  
 
ス キ ャ ナ は MSI Plessey
チェック・デジットを送信し
ません。 

UK Plesseyを有効にする  *  UK Plesseyを無効にする 

³ 1 0 0 1 1 7  

 

³ 1 0 0 1 0 7  

UK Plessey の A から X への
変換を有効にする  *  UK Plesseyの Aから Xへ

の変換を無効にする 

³ 1 0 0 7 1 6  

 

³ 1 0 0 7 0 6  
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セクション A その他デコード機能 
 

ダブルボーダー要求／広い文
字間余白を有効にする  *  ダブルボーダー要求／広い

文字間余白を無効にする 

³ 1 0 0 0 1 1  

 

³ 1 0 0 0 0 1  

~  最小読取桁数 †  ~  読取桁数固定 † 

³ 9 0 1 8 0 0  
 
全方向読取のデフォルトは 4
桁です。このコードを適切な
コードバイトと組み合わせ、
UPC/EAN 以外のバーコード
の最小読取桁数を指定しま
す。 † 

 

³ 9 0 1 9 0 0  
 
このコードを適切なコードバ
イトと組み合わせ、読み取り
できるバーコードの桁数を固
定します。 

† viii ページのマルチコード設定方法を参照してください。 
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セクション A  設定可能なコードの読取桁数 
 
バーコードの読取桁数の固定を最大 7種類まで設定できます。コードタイプを指定すると

読取桁数が割り当てられます。マルチコード設定方法で、次の事項を行います。 
 

例 

1. 「設定モード開始／終了」バーコードをスキャンします。 

2. 「読取コード固定#1：桁数」のバーコードをスキャンします。 

3. コードの桁数を示す 3つのコードバイトをスキャンします。 

4. 「読取コード固定#1：コードタイプ」バーコードに適合するコードタイ

プをスキャンします。 

5. コードタイプを表す 3つのコードバイトをスキャンします。セクション

Mのコードタイプ表を参照してください。 

6. 読取桁数固定#2から#7に対し、必要に応じて上記ステップ 2から 5ま

でのプロセスを繰り返してください。 

7. 設定を保存するため「設定モード開始／終了」バーコードをスキャンし

ます。 
 

~  読取コード固定#1：桁数   ~  読取コード固定#1： 
コードタイプ  

³ 9 0 2 0 0 0  
 

 

³ 9 0 2 1 0 0  
 

~  読取コード固定#2：桁数  ~  読取コード固定 #2： 
コードタイプ  

³ 9 0 2 2 0 0  

 

³ 9 0 2 3 0 0  

 



Aコードタイプとデコードの規定
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セクション A  設定可能なコードの読取桁数 
 

~  読取コード固定#3：桁数  ~  読取コード固定#3： 
コードタイプ  

³ 9 0 2 4 0 0  

 

³ 9 0 2 5 0 0  

~  読取コード固定#4：桁数  ~  読取コード固定 #4： 
コードタイプ  

³ 9 0 2 6 0 0  
 

 

³ 9 0 2 7 0 0  
 

~  読取コード固定 #5：桁数  ~  読取コード固定 #5： 
コードタイプ  

³ 9 0 2 8 0 0  

 

³ 9 0 2 9 0 0  



コードタイプとデコードの規定 A
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セクション A  設定可能なコードの読取桁数 
 

~  読取コード固定 #6：桁数  ~  読取コード固定 #6： 
コードタイプ  

³ 9 0 3 0 0 0  

 

³ 9 0 3 1 0 0  

~  読取コード固定 #7：桁数  ~  読取コード固定 #7： 
コードタイプ  

³ 9 0 3 2 0 0  

 

³ 9 0 3 3 0 0  
 



Aコードタイプとデコードの規定
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セクション A RSS 14機能 
 
RSS 14を有効にする  *  RSS 14を無効にする 

³ 1 0 0 4 1 3  

 

³ 1 0 0 4 0 3  

* RSS 14チェック・デジッ
トを送信する  RSS 14 チェック・デジット

を送信しない 

³ 1 1 4 9 0 0  
 

 

³ 1 1 4 9 1 0  
 

 



コードタイプとデコードの規定 A
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セクション A RSS 14機能 
 
* RSS 14アプリケーション

IDを送信する  RSS 14 アプリケーション ID
を送信しない 

³ 1 1 4 9 0 1  
 
アプリケーション ID の
「01」はデフォルトで送信さ
れます。 

 

³ 1 1 4 9 1 1  

* RSS 14シンボル IDを送信
する  RSS 14シンボル IDを送信し

ない 

³ 1 1 4 9 0 2  
 
デフォルトではシンボル ID
の「]e0」が送信されます。 

 

³ 1 1 4 9 1 2  
 

 



Aコードタイプとデコードの規定
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セクション A RSS制限の機能  
 
RSS制限を有効にする  * RSS制限を無効にする 

³ 1 0 0 4 1 4  
 

 

³ 1 0 0 4 0 4  

* RSS制限チェック・デジッ
トを送信する  RSS 制限チェック・デジット

を送信しない 

³ 1 1 4 9 0 3  

 

³ 1 1 4 9 1 3  
 



コードタイプとデコードの規定 A
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セクション A RSS制限の機能  
 
* RSS制限アプリケーション

IDを送信する  RSS 制限アプリケーション
IDを送信しない 

³ 1 1 4 9 0 4  
 
デフォルトではアプリケー
ション ID の「01」が送信さ
れます。 

 

³ 1 1 4 9 1 4  

* RSS制限シンボル IDを送
信する  RSS 制限シンボル ID を送信

しない 

³ 1 1 4 9 0 5  
 
デフォルトではシンボル ID
の「]e0」が送信されます。 

 

³ 1 1 4 9 1 5  
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セクション A  RSS拡張の機能  
 
RSS拡張を有効にする  * RSS 拡張を無効にする 

³ 1 0 0 4 1 5  
 
 

 

³ 1 0 0 4 0 5  
 
 

* RSS拡張シンボル IDを送
信する  RSS 拡張シンボル ID を送信

しない 

³ 1 1 4 9 0 6  
 
デフォルトではシンボル ID
の「]e0」が送信されます。 

 

³ 1 1 4 9 1 6  
 

 
 





サプリメント B

 

 1

セクション B サプリメント/一致読取 
 
2 桁のサプリメントを有効に
する  *  2桁のサプリメントを無効

にする 

³ 1 0 1 2 1 7  

 

³ 1 0 1 2 0 7  

*  2桁の 2回一致読取を有効
にする  2 桁の 2 回一致読取を無効に

する 

³ 1 0 1 2 1 2  
 
スキャナはバーコードおよび
2 桁のサプリメントをスキャ
ンし、データが 2 回一致した
後にデータを受け付けます。 

 

³ 1 0 1 2 0 2  
 
スキャン時に 2桁の 2回一致
読取の機能を実行しません。 

5 桁のサプリメントを有効に
する  *  5桁のサプリメントを無効

にする  

³ 1 0 1 2 1 6  

 

³ 1 0 1 2 0 6  

 



サプリメント B
 

 

2

セクション B サプリメント/一致読取 
 
5 桁の 2 回一致読取を有効に
する  *  5桁の 2回一致読取を無効

にする 

³ 1 0 1 2 1 1  
 
スキャナはバーコードおよび
5 桁のサプリメントをスキャ
ンし、データが 2 回一致した
後にデータを受け付けます。 

 

³ 1 0 1 2 0 1  
 
スキャン時に 5桁の 2回一致
読取の機能を実行しません。 

サプリメントの必要あり  *  サプリメントの必要なし 

³ 1 0 1 2 1 3  
 
スキャンされた UPC/EAN ラ
ベルはすべてサプリメントが
必要です。 

 

³ 1 0 1 2 0 3  
 
スキャンされた UPC/EAN ラ
ベルにサプリメントは必要あ
りません。 

Remote サプリメント要求を
有効にする  *  Remoteサプリメント要求

を無効にする 

³ 1 0 1 4 1 6  

 

³ 1 0 1 4 0 6  



サプリメント B
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セクション B サプリメント 
 
Bookland （978）サプリメン
ト要求を有効にする  *  Bookland （978）サプリメ

ント要求を無効にする 

³ 1 0 1 4 1 7  

 

³ 1 0 1 4 0 7  

977（2 桁）サプリメント要
求を有効にする  *  977（2桁）サプリメント

要求を無効にする 

³ 1 0 1 3 1 4  
 
EAN-13 codeが 977で始まる
場合、スキャナは 2 桁のサプ
リメントのスキャンを要求し
ます。 

 

³ 1 0 1 3 0 4  
 
EAN-13 codeが 977で始まる
場合、スキャナは 2 桁のサプ
リメントのスキャンを要求し
ません。 

378/379 Frenchサプリメント
要求を有効にする  *  378/379 Frenchサプリメン

ト要求を無効にする 

³ 1 0 1 3 1 3  

 

³ 1 0 1 3 0 3  
 



サプリメント B
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セクション B サプリメント 
 
434/439 German サプリメン
ト要求を有効にする  *  434/439 Germanサプリメ

ント要求を無効にする 

³ 1 0 1 4 1 5  

 

³ 1 0 1 4 0 5  

414/419 German サプリメン
ト要求を有効にする  *  414/419 Germanサプリメ

ント要求を無効にする 

³ 1 0 1 4 1 3  

 

³ 1 0 1 4 0 3  

#システム 2 のサプリメント
要求を有効にする  *  #システム 2のサプリメン

ト要求を無効にする 

³ 1 0 1 4 1 2  

 

³ 1 0 1 4 0 2  



サプリメント B

 

 5

セクション B サプリメント 
 
#システム 5 のサプリメント
要求を有効にする  *  #システム 5のサプリメン

ト要求を無効にする 

³ 1 0 1 2 1 5  

 

³ 1 0 1 2 0 5  

8711685の 5桁のサプリメン
ト要求を有効にする  * 8711685の 5桁のサプリメ

ント要求を無効にする 

³ 1 0 7 6 1 3  
 
EAN-13 code が 8711685 で
始まる場合、スキャナは 5 桁
のサプリメントのスキャンを
要求します。 
 
 この機能は機種によっ

てはご利用いただけま
せん。 

 

³ 1 0 7 6 0 3  
 
EAN-13 code が 8711685 で
始まる場合、スキャナは 5 桁
のサプリメントのスキャンを
要求しません。 

クーポンコード 128 を有効に
する  *  クーポンコード 128を無効

にする 

³ 1 0 0 3 1 5  

 

³ 1 0 0 3 0 5  



サプリメント B
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セクション B サプリメント 
 

Code 128「]C1」 拡張コード
フォーマットを有効にする  

*  Code 128「]C1」 拡張コー
ドフォーマットを無効にす
る 

³ 1 0 1 4 1 1  
 
スキャナはクーポンコードの
Code 128 部 分 の 始 め に
「]C1」を送信します。 

 

³ 1 0 1 4 0 1  
 
スキャナはクーポンコードの
Code 128 部 分 の 始 め に
「]C1」 を送信しません。 

128 グループセパレータを有
効にする  *  128グループセパレータを

無効にする 

³ 1 0 1 4 1 4  
 
クーポンコード 128 code と
ともに GS（1DH）キャラク
タが送信されます。 

 

³ 1 0 1 4 0 4  
 
クーポンコード 128 code と
ともに GS（1DH）キャラク
タが送信されません。 

*  100ミリ秒のサプリメント
検索  200ミリ秒のサプリメント 

検索 

³ 3 0 1 3 1 0  
 
主要な UPC/EAN バーコード
がスキャンされた後、スキャ
ナはサプリメントの検索に
100ミリ秒を割り当てます。 

 

³ 3 0 1 3 2 0  
 
主要な UPC/EAN バーコード
がスキャンされた後、スキャ
ナはサプリメントの検索に
200ミリ秒を割り当てます。 



サプリメント B
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セクション B サプリメント 
 
400ミリ秒のサプリメント 
検索   

³ 3 0 1 3 4 0  
 
主要な UPC/EAN バーコード
がスキャンされた後、スキャ
ナはサプリメントの検索に
400ミリ秒を割り当てます。 

  

サプリメントつきコード ID
を有効にする  *  サプリメントつきコード ID

を無効にする 

³ 1 0 1 2 1 4  

 

³ 1 0 1 2 0 4  

977 バーコードで 2/5 桁を許
可する  977 バーコードで 2 桁を許可

する 

³ 1 2 4 8 1 1  
  
この機能は 977 モードが稼働
している場合、2 桁または 5
桁のサプリメントを許可しま
す。 

 

³ 1 2 4 8 0 1  
 
この機能は 977 モードが稼働
している場合、2 桁のサプリ
メントを許可します。 



サプリメント B
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セクション B サプリメント 
 
*  サプリメントにつきブザー
音を 1回鳴らす  サプリメントにつきブザー音

を 2回鳴らす 

³ 1 1 8 4 0 6  
 

 

³ 1 1 8 4 1 6  

   

   

ISBN チェック・デジットの
送信を有効にする  ISBN チェック・デジットの

送信を無効にする 

³ 1 0 1 3 1 5  
 
 この機能は機種によっ

てはご利用いただけま
せん。 

 

³ 1 0 1 3 0 5  



サプリメント B
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セクション B サプリメント 
 
Booklandから ISBNへの変換
を有効にする  *  Booklandから ISBNへの変

換を無効にする 

³ 1 0 1 3 1 7  
 
 この機能は機種によっ

てはご利用いただけま
せん。 

 

³ 1 0 1 3 0 7  

   

   

ISBN 再フォーマットを有効
にする  *  ISBN再フォーマットを無

効にする 

³ 1 0 1 3 1 6  
 
 この機能は機種によっ

てはご利用いただけま
せん。 

 

³ 1 0 1 3 0 6  

 
 



サプリメント B
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セクション B サプリメント 
 
ISSN チェック・デジットの
送信を有効にする  * ISSNチェック・デジット

の送信を無効にする 

³ 1 1 5 1 1 5  
 

 

³ 1 1 5 1 0 5  
 

ISSN 再フォーマットを有効
にする  * ISSN再フォーマットを無

効にする 

³ 1 1 5 1 1 6  
 
バーコードとともにハイフン
を送信します。 

 

³ 1 1 5 1 0 6  
 

977 から ISSN への変換を有
効にする  * 977から ISSNへの変換を

無効にする 

³ 1 1 5 1 1 7   
 
977periodical を ISSN フォー
マットに変換します 

 

³ 1 1 5 1 0 7   
 
977periodical を ISSN フォー
マットへ変換しません 
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セクション B サプリメント 
 

ナンバーシステム 4 のクーポ
ンコード 128を有効にする  

* ナンバーシステム 4のクー
ポンコード 9128を無効に
する 

³ 1 0 1 0 1 2  
 
ナンバーシステム 4 バーコー
ドのクーポンコード 128 に対
応します。 

 

³ 1 0 1 0 0 2  

UPC廃棄を有効にする  * UPC廃棄を無効にする 

³ 1 0 1 0 1 3  
 
クーポンコード 128 の Code 
128 部分がスキャンされた場
合 UPC廃棄に対応します。 

 

³ 1 0 1 0 0 3  

サプリメントと UPC を同一
ラインで許可する  サプリメントと UPC を同一

ラインで無効にする 

³ 1 0 1 0 1 4  
 
 この機能を有効にする

には、2桁のサプリメン
トと同時に 2回一致読
取とサプリメントの要
求を有効にしなければ
なりません。 

 

³ 1 0 1 0 0 4  

 





通信 C

 

 1

セクション C 通信 
 

*  RS-232を有効にする  キーボードウェッジのデフォ
ルトを読み込む 

³ 4 1 5 5 5 4  
 
スキャナは RS-232 ±12V の
シリアル出力となります。 

 

³ 9 9 9 9 9 4  
 
ノーマルまたはスタンドア
ローンのウェッジモードを選
択する前にこのコードをス
キャンしてください。 

ライトペン/Wand 通信を有効
にする  

キーボードウェッジ 
エミュレーションを有効に 
する 

³ 4 1 5 5 2 4  
 
スキャナがライトペンの代わ
りに使用される場合、この機
能を使用します。 

 

³ 5 1 5 5 1 4 3  
 
スキャナがスキャンしたバー
コードデータを、PC キー
ボードスキャンコードデータ
に変換してキーボード・エ
ミュレーションする場合、こ
れを選択します。 

スタンドアローン・キーボー
ドスキャナを有効にする   

³ 5 1 5 5 1 5 3  
 
外部キーボードなしでスキャ
ナを使用できます。 

  

 



通信 C
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セクション C 通信 
 
OCIAデフォルトを読み込む  OCIA出力を有効にする 

³ 9 9 9 9 9 3  
 
「OCIA出力を有効にする」を選

択する前にこのコードをスキャ

ンしてください。 

 

³ 4 1 5 5 4 4  
 
通信要件が OCIA（光結合イ
ンターフェース）の場合、こ
の機能を選択します。これは
ホストとドッキングしている
シリアルインターフェースで
す。 

   

   

IBM 46xxデフォルトを読み込む  IBM 46xx通信を有効にする 

³ 9 9 9 9 9 5  
 
「IBM 46xx 通信を有効にする」
を選択する前にこのバーコード
をスキャンしてください。 

 

³ 4 1 5 5 0 4  
 
IBM 46xx SIOC/RS485 通信
の場合、この機能を選択しま
す。 
 
 この機能に対応しない

スキャナもあるので、
正しいインターフェー
スボードが必要です。 



通信 C
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セクション C 通信 
 
低速外部 USB デフォルトを
読み込む † 低速 USBを有効にする † 

³ 9 9 9 9 7 8  
 
 

 
 

†  高速 USB のオプ
ションについては
セクション P を参
照してください。 

³ 4 1 5 5 1 1 4  

低速内部 USB デフォルトを
読み込む †  非通信モードを有効にする 

³ 9 9 9 9 4 1  
 
 

 

³ 4 1 5 5 3 4  
 
スキャナがホストデバイスと
つながっていない場合、この
機能を選択します。 

予備  予備 

³ 4 1 5 5 6 4  

 

³ 9 1 7 5 0 0  





スキャナの操作 D

 

 1

セクション D 設定モードのオプション 
 
電源オンで設定モードを許可
する  *  常時設定モードを許可する 

³ 1 1 8 1 1 7  
 
スキャナは、バーコードをス
キ ャ ン す る 前 に の み
MetroSet®モードに入りま
す。 

 

³ 1 1 8 1 0 7  
 
常時、MetroSet®設定を許可
します。 

電源オンで設定コードを許可
する  *  常時設定コードを許可する 

³ 1 1 8 1 1 6  
 
電源をオンにしてから製品の
バーコードをスキャンする
と、スキャナは設定バーコー
ドのスキャンを受け付けませ
ん。 

 

³ 1 1 8 1 0 6  
 
常時、設定バーコードのス
キャンを許可します。 

シングルコード設定を有効に
する  シングルコード設定を無効に

する 

³ 1 1 8 2 1 2  

 

³ 1 1 8 2 0 2  
 



スキャナの操作 D
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セクション D  スキャンバッファ 
 
*  1 スキャンバッファ  2 スキャンバッファ 

³ 3 1 8 0 0 0  
 
スキャナはスキャンフィール
ドのバーコードを 1 つスキャ
ンし、同一シンボル・タイム
アウトの時間内はそのバー
コードがスキャンフィールド
から除去されるまで再スキャ
ンしません。 

 

³ 3 1 8 0 1 0  
 
スキャナはスキャンフィール
ドのバーコードを、一度に 1
つずつ、2 つスキャンしま
す。その 2 つのバーコードは
同一シンボル・タイムアウト
の時間内はスキャンフィール
ドから除去されるまで再ス
キャンされません。 

3スキャンバッファ  4スキャンバッファ 

³ 3 1 8 0 2 0  
 
2 スキャンバッファと同じ機
能で、スキャンフィールドに
3 つのバーコードがある場合
です。 

 

³ 3 1 8 0 3 0  
 
2 スキャンバッファと同じ機
能で、スキャンフィールドに
4 つのバーコードがある場合
です。 

 



スキャナの操作 D
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セクション D スキャンバッファ 
 
5スキャンバッファ  6スキャンバッファ 

³ 3 1 8 0 4 0  
 
2 スキャンバッファと同じ機
能で、スキャンフィールドに
5 つのバーコードがある場合
です。 

 

³ 3 1 8 0 5 0  
 
2 スキャンバッファと同じ機
能で、スキャンフィールドに
6 つのバーコードがある場合
です。 

7スキャンバッファ  8スキャンバッファ 

³ 3 1 8 0 6 0  
 
2 スキャンバッファと同じ機
能で、スキャンフィールドに
7 つのバーコードがある場合
です。 

 

³ 3 1 8 0 7 0  
 
2 スキャンバッファと同じ機
能で、スキャンフィールドに
8 つのバーコードがある場合
です。 



スキャナの操作 D
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セクション D 読取一致回数 
 
*  2回一致読取無効  2回一致読取有効 

³ 3 0 1 1 0 0  
 
「スキャン成功」とみなすた
めには 1 回の有効なデコード
が必要となります。 

 

³ 3 0 1 1 1 0  
 
「スキャン成功」とみなすた
めには同一バーコードデータ
の 2 連続デコードが必要とな
ります。 

3回一致読取有効  4回一致読取有効 

³ 3 0 1 1 2 0  
 
「スキャン成功」とみなすた
めには同一バーコードデータ
の 3 連続デコードが必要とな
ります。 

 

³ 3 0 1 1 3 0  
 
「スキャン成功」とみなすた
めには同一バーコードデータ
の 4 連続デコードが必要とな
ります。 

5回一致読取有効  6回一致読取有効 

³ 3 0 1 1 4 0  
 
「スキャン成功」とみなすた
めには同一バーコードデータ
の 5 連続デコードが必要とな
ります。 

 

³ 3 0 1 1 5 0  
 
「スキャン成功」とみなすた
めには同一バーコードデータ
の 6 連続デコードが必要とな
ります。 

 



スキャナの操作 D

 

 5

セクション D 読取一致回数 
 
7回一致読取有効  8回一致読取有効 

³ 3 0 1 1 6 0  
 
「スキャン成功」とみなすた
めには同一バーコードデータ
の 7 連続デコードが必要とな
ります。 

 

³ 3 0 1 1 7 0  
 
「スキャン成功」とみなすた
めには同一バーコードデータ
の 8 連続デコードが必要とな
ります。 

   

   

インストア 2 回一致読取を有
効にする  * インストア 2回一致読取を

無効にする 

³ 1 0 1 1 1 7  
 
EAN-13 Sys2、UPCA Sys2、
Sys4 （ストア内印刷バー
コード）の 2 回一致読取を有
効にします。 

 

³ 1 0 1 1 0 7  
 
EAN-13 Sys2、UPCA Sys2、
Sys4 （ストア内印刷バー
コード）の 2 回一致読取を無
効にします。 



スキャナの操作 D
 

 

6

セクション D その他のデコード機能 
 
*  部分的な UPCのデコード
を有効にする  部分的な UPC のデコードを

無効にする 

³ 1 0 1 1 1 3  
 
破損したバーコードや不完全
なバーコードを判読するため
部分的に UPC のデコードを
有効にします。 

 

³ 1 0 1 1 0 3  
 
バーコードの読み取り状態が
良好な場合にこの機能を無効
にします。デコードの速度を
上がり、全体的な読取精度も
向上します。 

* インストアバーコードの部
分を有効にする  インストアバーコードの部分

を無効にする 

³ 1 0 0 9 0 7  
 
EAN-13 Sys2、UPCA Sys2、
Sys4 部分（ストア内印刷
バーコード）を有効にしま
す。 

 

³ 1 0 0 9 1 7  
 
EAN-13 Sys2、UPCA Sys2、
Sys4 部分（ストア内印刷
バーコード）を無効にしま
す。 

同一シンボルのチェック 
（オプション）  *  同一シンボルのチェック

（ノーマル） 

³ 1 1 8 1 1 3  
 
「新しい」バーコードとみな
すためには、次のバーコード
との間に異なるキャラクタが
1つ必要です。 

 

³ 1 1 8 1 0 3  
 
「新しい」バーコードとみな
すためには、次のバーコード
との間に異なるキャラクタが
3つ必要です。 
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セクション D 読取深度の調整 
 
 

メトロロジックの担当者から指示のない限り、これらの設定を変更しないでください。 

*  低密度のコードを最適化する †  高密度のコードを最適化する † 

³ 4 1 8 7 9 0  
 
 

 

³ 4 1 8 7 1 3 0  
 
 

高密度コードに固定 †  中密度コードに固定 †   

³ 4 1 8 7 0 0  
 
 

 

³ 4 1 8 7 1 0  
 
 

低密度コードに固定 †   

³ 4 1 8 7 2 0  

 

† オムニスキャナを使用する場
合にのみ適用されます。 
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セクション D  同一シンボル・タイムアウト 
 
バーコードがスキャンフィールドから除去されてから再スキャンされるまでの時間の長さ

を決定します。シングルコードでは、タイムアウトなし、50、100、200、500、1200（1.2

秒）、2000（2秒）ミリ秒の固定設定や無限の設定ができます。また、50ミリ秒単位で

6350ミリ秒（6.35秒）までの範囲でユーザー設定することも可能です。 
 
同一シンボル・タイムアウト
なし  同一シンボル・タイムアウト

100ミリ秒 

³ 8 1 8 9 0 0  

 

³ 8 1 8 9 2 0  

同一シンボル・タイムアウト
200ミリ秒  *  同一シンボル・タイムアウ

ト 500ミリ秒 

³ 8 1 8 9 4 0  

 

³ 8 1 8 9 1 0 0  

同一シンボル・タイムアウト
1200ミリ秒  同一シンボル・タイムアウト

2000ミリ秒 

³ 8 1 8 9 2 4 0  

 

³ 8 1 8 9 4 0 0  
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セクション D 同一シンボル・タイムアウト 
 
同一シンボル・タイムアウト
が無限  ~  可変の同一シンボル・タイ

ムアウト 

³ 1 1 8 9 1 7  
 
スキャナは同じバーコードを
繰り返してスキャンしませ
ん。 
 

 この機能はバーコード
の再スキャン時のタイ
ムアウトを無視しま
す。 

 

³ 9 1 8 9 0 0  
 
同一シンボル・タイムアウト
時間を設定するには、viii ペー
ジのマルチコード方式にした
上で、このバーコードとセク
ション Mのコードバイトシー
ケンスをスキャンします。値
の範囲は 001から 127までで
す。（50から 6350ミリ秒） 

 バーコードの不在 
 
*  バーコード不在の検知を有
効にする †  バーコード不在の検知を無効

にする † 

³ 1 1 8 2 0 0  

† MS2000 Stratos シ
リーズは対応してい
ません。 

³ 1 1 8 2 1 0  

Stratosシリーズでバーコード
不在の検知を有効にする  

* Stratosシリーズでバー
コード不在の検知を無効に 
する 

³ 1 2 4 9 1 7  
新しいバーコードを受け付け
るため、50ミリ秒の間スキャ
ンフィールドにバーコードを
提示しないでください。 

 

³ 1 2 4 9 0 7  
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セクション D LEDオプション 
 
再スキャンが可能になると緑
色の LEDが点滅する  *  再スキャンが可能になっても

緑色の LEDは点滅しない 

³ 1 1 8 3 1 3  
 
同一シンボル・タイムアウト
が経過したことを示します。 

 

³ 1 1 8 3 0 3  

LED機能の逆表示  *  LED機能の通常表示 

³ 1 1 8 3 1 2  
 
赤色=レーザーがオン 
緑色=読み込み成功 
 

 

³ 1 1 8 3 0 2  
 
緑色=レーザーがオン 
赤色=読み込み成功 
 

*3番目の LEDを有効にする  3番目の LEDを無効にする 

³ 1 4 3 1 0 6  
 
スキャナの 3 番目の LED オ
プションを有効にします。 
 
 この機能は機種によっ

てはご利用いただけま
せん。 

 

³ 1 4 3 1 1 6  
 
スキャナの 3 番目の LED オプ
ションを無効にします。 
 
 この機能は機種によって

はご利用いただけませ
ん。 
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セクション D  LEDオプション 
 
* 高い照度のレーザーLED  低い照度のレーザーLED 

³ 2 4 3 1 0 0  
 
レーザーLED は高い照度また
は通常の照度です。 

 

³ 2 4 3 1 2 0  
 
レーザーLEDは低照度です。 
 
 この機能は機種によっ

てはご利用いただけま
せん。 

* 高い照度のスキャン LED  低い照度のスキャン LED 

³ 2 4 3 1 0 2  
 
スキャン LED は高い照度ま
たは通常の照度です 

 

³ 2 4 3 1 2 2  
 
スキャン LED は低い照度で
す。 
 
 この機能は機種によっ

てはご利用いただけま
せん。 

スキャン LEDがオフ  レーザーLEDがオフ 

³ 2 4 3 1 3 2  
 
バーコードスキャンがあって
もスキャン LED は点灯しま
せん。LED はそれ以外のすべ
ての機能では点灯します。 
 

 この機能は機種によっ
てはご利用いただけま
せん。 

 

³ 2 4 3 1 3 0  
 
レーザーLED はレーザーオン
の点灯を行いません。LED は
それ以外のすべての機能では
点灯します。 
 

 この機能は機種によっ
てはご利用いただけま
せん。 
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セクション D ブザー音のオプション 
 
*  通常の音調  音調 1 

³ 3 1 8 5 7 5  
 

 

³ 3 1 8 5 6 5  
 

音調 2  音調 3 

³ 3 1 8 5 5 5  

 

³ 3 1 8 5 4 5  

音調 4  音調 5 

³ 3 1 8 5 3 5  

 

³ 3 1 8 5 2 5  
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セクション D ブザー音のオプション 
 
音調 6  ブザー音なし 

³ 3 1 8 5 1 5  

 

³ 3 1 8 5 0 5  

* スキャン成功でブザーを有
効にする 

 スキャン成功でブザーを無効
にする 

³ 1 4 1 9 0 3  
 
電源オンの場合、スキャン成
功のブザー音を有効にしま
す。 

 

³ 1 4 1 9 1 3  
 
電源オンの場合、スキャン成
功のブザー音を無効にしま
す。 

*  ボタンでブザーのコント
ロールを有効にする 

ボタンでブザーのコントロー
ルを無効にする 

³ 1 1 9 7 0 1  
 
 この機能は機種によっ

てはご利用いただけま
せん。 

 
 

³ 1 1 9 7 1 1  
 
 この機能は機種によっ

てはご利用いただけま
せん。 
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セクション D ブザー音のオプション 
 
次の音調  次の音量 

³ 9 9 9 9 7 5  

 

³ 9 9 9 9 7 4  

*  最大音量  2番目に大きい音量 

³ 2 1 8 5 0 0  

 

³ 2 1 8 5 1 0  

3番目に大きい音量  音量なし 

³ 2 1 8 5 2 0  

 

³ 2 1 8 5 3 0  



スキャナの操作 D

 

 15

セクション D ブザー音のオプション 
 
*  サプリメントがあればブザー
音１回 

 サプリメントがあればブザー
音 2回 

³ 1 1 8 4 0 6  

 

³ 1 1 8 4 1 6  

短いブザー音を有効にする  *  短いブザー音を無効にする 

³ 1 1 8 4 1 4  

 

³ 1 1 8 4 0 4  
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セクション D ブザー音のオプション 
 
BELコマンドでブザー音発生  *  BELコマンドを無視 

³ 1 1 8 4 1 7  
 
スキャナはホストから BEL
キャラクタを受信するとブ
ザーを鳴らします。BEL キャ
ラクタの前 200 ミリ秒間に数
字が送信されると、スキャナ
はその回数だけブザーを鳴ら
します。 

 

³ 1 1 8 4 0 7  

ブザー音鳴動中、ライトペン
の切り替えを有効にする  *  ブザー音鳴動中、ライトペ

ンの切り替えを無効にする 

³ 1 1 6 9 1 3  
 
デコードが成功した場合、ス
キャナはブザーを鳴らし、ラ
イトペン・データラインを切
り替えます。これは読み込み
成功を表します。 

 

³ 1 1 6 9 0 3  
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セクション D キャラクタ間データ送信の遅延 
 
以下のコードにより、スキャナからホストへのデータキャラクタと「バーコード」の送信

間に遅延時間を設定することができます。これは、スキャナのホスト入力バッファのオー

バーフローを予防するのに役立ちます。 
 
*  1ミリ秒のキャラクタ間の
遅延  10ミリ秒のキャラクタ間の 

遅延 

³ 8 1 8 8 1 0  

 

³ 8 1 8 8 1 0 0  

25ミリ秒のキャラクタ間の 
遅延  ~  可変ミリ秒のキャラクタ間

遅延 

³ 8 1 8 8 2 5 0  
 

 

³ 9 1 8 8 0 0  
 
このバーコードとセクション
M のコードバイトのシーケン
スをスキャンして、ホストシ
ステムに送信するキャラクタ
間の遅延を設定します。遅延
範囲は 1から 255ミリ秒で設
定可能です。 viii ページのマ
ルチコード設定方法を参照し
てください。 
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セクション D キャラクタ間データ送信の遅延 
 
キャラクタ間の遅延なし   

³ 8 1 8 8 0 0  

  

 記録間データ送信の遅延 
 

~  可変記録間の遅延   

³ 9 1 9 3 0 0  

  

記録間の遅延の間レーザーを
オフにする  *  記録間の遅延の間レーザー

をオンにする 

³ 1 1 9 3 1 7  

 

³ 1 1 9 3 0 7  
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セクション D 通信タイムアウト・オプション 
 
通信タイムアウトを有効に 
する  *  通信タイムアウトを無効に

する 

³ 1 1 8 4 1 2  

 

³ 1 1 8 4 0 2  

*  送信前にブザーを鳴らす  送信後にブザーを鳴らす 

³ 1 1 8 4 1 3  
 
スキャナは各ラベルを送信す
る前にブザーを鳴らします。 

 

³ 1 1 8 4 0 3  
 
スキャナは各ラベルを送信し
た後にブザーを鳴らします。 

~  可変の通信タイムアウト  *  デフォルトの通信タイムア
ウト（2秒） 

³ 9 1 9 1 0 0  

 

³ 8 1 9 1 4 0 0  
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セクション D 通信タイムアウト・オプション 
 
短い通信タイムアウト 
（1秒）  長い通信タイムアウト 

（4秒） 

³ 8 1 9 1 2 0 0  

 

³ 8 1 9 1 8 0 0  

タイムアウト時にブザー3回  *タイムアウト時にブザーなし 

³ 1 1 8 4 1 0  

 

³ 1 1 8 4 0 0  

タイムアウト時にエラー音を
鳴らす  *  タイムアウト時にエラー音なし 

³ 1 1 8 4 1 1  

 

³ 1 1 8 4 0 1  
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セクション D ホストスキャナのコマンド 
 
「D/E」無効コマンドを有効
にする  *  「D/E」無効コマンドを無効

にする 

³ 1 1 8 0 1 5  
 
ホストデバイスから ASCII
「D」を受信するとスキャン
が無効になります。ASCII
「E」を受信するとスキャン
が有効になります。 

 

³ 1 1 8 0 0 5  
 
D/Eコマンドを監視しません。 

「Z/R」タイプの D/E シミュ
レーションを有効にする  *  「Z/R」タイプの D/Eシミュ

レーションなし 

³ 1 1 8 2 1 1  
 
ホストデバイスから ASCII
「Z」を受信するとスキャン
が無効になります。ASCII
「R」を受信するとスキャン
が有効になります。 

 

³ 1 1 8 2 0 1  
 
Z/Rコマンドを監視しません。 

「F/L」レーザーコマンドを
有効にする  *  「F/L」レーザーコマンドを

無効にする 

³ 1 1 8 0 1 4  
 
スキャナは ASCII「F」キャ
ラクタを受信するとレーザー
を停止します。ASCII「L」
キャラクタを受信するとレー
ザーを作動させます。 

 

³ 1 1 8 0 0 4  
 
「F/L」コマンドを監視しませ
ん。 
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セクション D ホストスキャナのコマンド 
 
「M/O」コマンドを使って
モーターを「オン／オフ」に
する † 

 *  「M/O」コマンドを無効に
する 

³ 1 1 8 2 1 3  
 
スキャナは ASCII「O」キャ
ラクタを受信するとモーター
を停止します。ASCII「M」
キャラクタを受信するとモー
ターを作動させます。 † 

†  オムニスキャナ使用
の場合のみ適用され
ます。 

³ 1 1 8 2 0 3  
 
M/O コマンドを監視しませ
ん。 

「I」コマンドを有効にする  「I」コマンドを無効にする 

³ 1 1 5 9 1 7  

 

³ 1 1 5 9 0 7  

「i」コマンドを有効にする  「i」コマンドを無効にする 

³ 1 1 5 9 1 6  

 

³ 1 1 5 9 0 6  
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セクション D ホストスキャナのコマンド 
 
「S」コマンドを有効にする  * 「S」コマンドを無効にする 

³ 1 2 5 6 1 0  

 

³ 1 2 5 6 0 0  

「EM」コマンドを有効にする  *「EM」コマンドを無効にする 

³ 1 2 0 6 1 0  
 
「EM」コマンドつまり End of 
Medium （ctrl Y）を有効にしま
す。EM コマンドは ID ストリン
グを送信し、スキャナのステー
タスは 2 バイトより大きくなり
ます。 
 

 

³ 1 2 0 6 0 0  
 
 

「SI/SO」コマンドを有効にする  「SI/SO」コマンドを無効にする 

³ 1 2 5 0 1 4  

 

³ 1 2 5 0 0 4  



スキャナの操作 D
 

 

24

セクション D ホストスキャナのコマンド 
 

DTRスキャン不可を使用する  *  DTRスキャン不可を使用し
ない 

³ 1 1 8 1 1 5  
 
スキャナはスキャンを許可す
るかどうか決定するため DTR
入力を監視します。+12V「停
止」レベルはデコードを有効
にします。 -12V「稼働」レ
ベルはデコードを無効にしま
す。 

 

³ 1 1 8 1 0 5  
 
DTR入力を監視しません。 

パススルーを有効にする  パススルーを無効にする 

³ 1 2 4 7 1 1  
 
 AUXスキャナはホスト

と同じボーレートに設
定され、STXプレ
フィックス、Nixdorf ID
キャラクタ、CRターミ
ネータが有効でなけれ
ばなりません。 

 

³ 1 2 4 7 0 1  

* 無効で LEDが点滅  無効で LEDの点滅なし 

³ 1 2 0 4 0 2  
 
CTS スキャンが無効か、DTR
が無効の場合、スキャナが無
効になっていることを表すた
め LEDを点滅します。 
（シグナル = オフ） 

 

³ 1 2 0 4 1 2   
 
CTS スキャンが有効か、DTR
が無効の場合、スキャナが無
効になっていることを表すた
め LED を点滅しません。
（シグナル = オフ） 
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セクション D ホストスキャナのコマンド 
 
DC2キャラクタで稼働する  *  DC2キャラクタで稼働しない 

³ 1 1 8 1 1 0  

 

³ 1 1 8 1 0 0  

DC2が稼働すると「NO READ」
を送信する  DC2が稼働しても「NO READ」

を送信しない 

³ 1 1 8 1 1 1  

 

³ 1 1 8 1 0 1  

「NO READ」を送信中、緑色
LEDを点灯しない  *  「NO READ」を送信中、緑色

LEDを点灯する 

³ 1 1 8 3 1 1  

 

³ 1 1 8 3 0 1  
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セクション D パワーセーブモード 
 
常時パワーセーブモードに 
する†   パワーセーブモードなし†  

³ 1 1 8 6 1 7  
 
スキャナは起動後および各
バーコードのスキャン終了
後、すぐにパワーセーブモー
ドになります。† 

†  オムニスキャナ使
用の場合のみ適用
されます。 

³ 8 1 8 6 0 0  
 
スキャナはパワーセーブモード
になりません。 † 

1分後にパワーセーブモード†  2分後にパワーセーブモード† 

³ 8 1 8 6 1 0  
 
スキャナが 1 分間使用されな
い場合、パワーセーブモード
になります。 † 

 

³ 8 1 8 6 2 0  
 
スキャナが 2分間使用されない
場合、パワーセーブモードにな
ります。 † 

5分後にパワーセーブモード†  10分後にパワーセーブモード† 

³ 8 1 8 6 5 0  
 
スキャナが 5 分間使用されな
い場合、パワーセーブモード
になります。† 

 

³ 8 1 8 6 1 0 0  
 
スキャナが 10 分間使用されな
い場合、パワーセーブモードに
なります。† 
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セクション D パワーセーブモード 
 
20分後にパワーセーブモード
†

 30分後にパワーセーブモード
†

³ 8 1 8 6 2 0 0  
 
スキャナが 20 分間使用され
ない場合、パワーセーブモー
ドになります。† 

†  オムニスキャナ使用
の場合のみ適用され
ます。 

³ 8 1 8 6 3 0 0  
 
スキャナが 30 分間使用され
ない場合、パワーセーブモー
ドになります。† 

デフォルトのパワーセーブ 
モード†† パワーセーブモードで点滅 †† 

³ 3 1 9 4 0 0  
 

 この機能は機種によっ
てはご利用いただけま
せん。 

 
†† メトロロジックの
スキャナには赤外
線で物体の動きを
検知すると自動的
に起動してパワー
セーブモードを停
止する機種もあり
ます。それ以外の
スキャナはマルチ
ファンクションボ
タンを押すと起動
し ま す 。 詳 し く
は、各製品の「取
り付けおよびユー
ザーガイド」を参
照してください。 

³ 3 1 9 4 1 0  
 
設定された時間内に使用のな
い場合、レーザーはオン／オ
フを繰り返して点滅します。 
  
スキャナがバーコードを検知
すると点滅モードを終了しま
す。 
 
 この機能は機種によっ

てはご利用いただけま
せん。 
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セクション D パワーセーブモード 
 
レーザーオフ 
パワーセーブモード †† 

レーザー・モーターオフ 
パワーセーブモード †† 

³ 3 1 9 4 2 0  
 
設定された時間内に使用のな
い場合、レーザーはオフにな
ります。 
 
 この機能は機種によっ

てはご利用いただけま
せん。 

³ 3 1 9 4 3 0  
 
設定された時間内に使用のな
い場合、レーザーとモーター
はオフになります。 
 
 この機能は機種によっ

てはご利用いただけま
せん。 

デュアル#1  
パワーセーブモード†† 

デュアル#2 
パワーセーブモード†† 

³ 3 1 9 4 4 0  
 
レーザーは設定された時間内
に使用のない場合、オン／オ
フを繰り返して点滅します。
30 分後にレーザーとモー
ターはオフになります。 
 
例 1  
パワーセーブタイムアウトが
15 分に設定されている場合
のデュアル#1 パワーセーブ
モードは以下の通りです。 
 

 
 
 この機能は機種によっ

てはご利用いただけま
せん。 

 
†† メトロロジックの
スキャナには赤外
線で物体の動きを
検知すると自動的
に起動してパワー
セーブモードを停
止する機種もあり
ます。それ以外の
スキャナはマルチ
ファンクションボ
タンを押すと起動
します。詳しくは
各製品の「取り付
けおよびユーザー
ガイド」を参照し
てください。 

³ 3 1 9 4 6 0  
 
レーザーは設定された時間内
に使用のない場合、オフにな
ります。30 分後にモーター
はオフになります。 
 
 
例 2 
パワーセーブタイムアウトが
15 分に設定されている場合
のデュアル#2 パワーセーブ
モードは以下の通りです。 
 

 
 
 この機能は機種によっ

てはご利用いただけま
せん。 

最後の 
スキャン 

レーザーが点滅を
開始します 

レーザー＆モーターが 
オフになります 

最後の
スキャン

レーザーが
オフになります

モーターが 
オフになります 
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セクション D パワーセーブモード 
 
* パワーセーブスイッチを有
効にする  パワーセーブスイッチを無効

にする 

³ 1 1 9 7 0 0  
 
 この機能は機種によっ

てはご利用いただけま
せん。 

 

³ 1 1 9 7 1 0  
 
 この機能は機種によっ

てはご利用いただけま
せん。 

スイッチによる起動のみを有
効にする  * 赤外線またはスイッチによ

る起動を有効にする 

³ 1 1 9 7 1 7  
 
マルチファンクションボタン
を押したときのみパワーセー
ブから起動します。 

 

³ 1 1 9 7 0 7  
 
赤外線またはマルチファンク
ションボタンで起動します。 
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セクション D 日本語のダブルフィールドへの対応 
 
日本語のダブルフィールド（2段）バーコードに対応するには、スキャナが以下の設定に
なっていることを確認してください。 

• 部分的な UPCのデコードを無効にします。 

• 2スキャンバッファを有効にします。 

• バーコード不在の検知を無効にします。 

• ノーマルコードの選択を有効にします。 
 
次に、「Japanダブルフィールドを有効にする」バーコードをスキャンしてください。 
 

Japan ダブルフィールドを有
効にする  * Japan ダブルフィールドを

無効にする 

³ 1 2 4 7 1 3  

 

³ 1 2 4 7 0 3  
その後、使用されるダブルフィールドシンボルに合ったバーコードを選択してください。
ダブルフィールドモードでは UPC/EANバーコードのみ許可されることにご留意ください。
各バーコードにつき最低 2つのキャラクタを選択してください。最大数は 4つの上段バー
コードおよび 4つの下段バーコードです。 
 

例 
 

上段コードのペア 1で最初の 2つのキャラクタに 54を選択する場合 
1. 「上段コード 1のキャラクタ 1」バーコードをスキャンします。 
（D31ページを参照） 

2. 54のキャラクタ 5に適切なコードバイト値を決めます。（M6ページから
始まるセクションMの ASCII参照表を参照） 

a. コードバイト 0をスキャンします。 
b. コードバイト 5をスキャンします。 
c. コードバイト 3スキャンします。 

3. 「上段コード 1のキャラクタ 2」バーコードをスキャンします。 
（D31ページを参照） 

4. 54のキャラクタ 4に適切なコードバイト値を決めます。 
a. コードバイト 0をスキャンします。 
b. コードバイト 5をスキャンします。 
c. コードバイト 2をスキャンします。 

 

下段コードのペア 1で最初の 2つのキャラクタに 18を選択する場合 
1. 「下段コード 1のキャラクタ 1」バーコードをスキャンします。 
（D31ページを参照） 

2. 18のキャラクタ 1に適切なコードバイト値を決めます。（M6ページから
始まるセクションMの ASCII参照表を参照） 

a. コードバイト 0をスキャンします。 
b. コードバイト 4をスキャンします。 
c. コードバイト 9をスキャンします。 

3. 「下段コード 1のキャラクタ 2」バーコードをスキャンします。 
（D31ページを参照） 

4. 18のキャラクタ 8に適切なコードバイト値を決めます。（M6ページから
始まるセクションMの ASCII参照表を参照） 

a. コードバイト 0をスキャンします。 
b. コードバイト 5をスキャンします。 
c. コードバイト 6をスキャンします。 
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セクション D 日本語のダブルフィールドへの対応 
 
上段コード 1のキャラクタ 1  上段コード 1のキャラクタ 2 

³ 9 3 0 0 0 0  

 

³ 9 3 0 1 0 0  

下段コード 1のキャラクタ 1  下段コード 1のキャラクタ 2 

³ 9 3 0 2 0 0  

 

³ 9 3 0 3 0 0  

上段コード 2のキャラクタ 1  上段コード 2のキャラクタ 2 

³ 9 3 0 4 0 0  

 

³ 9 3 0 5 0 0  
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セクション D 日本語のダブルフィールドへの対応 
 
下段コード 2のキャラクタ 1  下段コード 2のキャラクタ 2 

³ 9 3 0 6 0 0  

 

³ 9 3 0 7 0 0  

上段コード 3のキャラクタ 1  上段コード 3のキャラクタ 2 

³ 9 3 0 8 0 0  

 

³ 9 3 0 9 0 0  

下段コード 3のキャラクタ 1  下段コード 3のキャラクタ 2 

³ 9 3 1 0 0 0  

 

³ 9 3 1 1 0 0  
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セクション D 日本語のダブルフィールドへの対応 
 
上段コード 4のキャラクタ 1  上段コード 4のキャラクタ 2 

³ 9 3 1 2 0 0  

 

³ 9 3 1 3 0 0  

下段コード 4のキャラクタ 1  下段コード 4のキャラクタ 2 

³ 9 3 1 4 0 0  

 

³ 9 3 1 5 0 0  
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セクション D 日本語のダブルフィールドへの対応 
 
日本語のトライアルタイム   コード選択を有効にする 

³ 9 3 8 8 0 0  
 
スペシャルコード選択モード
の場合、上記バーコードに続
き、希望するタイムアウト値
を示すセクション Mの 3コー
ドバイトをスキャンします。 
 
1 は 100 ミリ秒に相当しま
す。 
 
例  
 希望するタイムアウトが 500
ミリ秒の場合、上記コードに
続いてコードバイト 0、コー
ドバイト 0、コードバイト 5
をスキャンします。 

 

³ 1 1 8 2 1 7  

トップコード選択を送信  * 全コード選択を送信 

³ 1 2 0 4 1 0  
 
すべてが見つからない場合、
最も優先順位の高いコード選
択を送信します。 

 

³ 1 2 0 4 0 0  
 
すべてのコード選択を送信し
ます。 

エラー音を有効にする  * エラー音を無効にする 

³ 1 1 8 5 1 3  
 
スペシャルコード選択に失敗
した場合、エラー音を鳴らす
機能を追加します。 

 

³ 1 1 8 5 0 3  
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セクション D テストモード 
 
スキャナビリティ・オン  *  スキャナビリティ・オフ 

³ 1 1 8 0 1 7  
 
スキャナはスキャナの読取能力
をテストするモードに入りま
す。 

 
 メトロロジックの担当者

に指示されない限り有効
にしないでください。 

 

³ 1 1 8 0 0 7  

スキャンカウントモード・オン  * スキャンカウントモード・オフ 

³ 1 1 8 0 1 6  
 
スキャナはスキャンカウント・
テストモードに入り、スキャナ
のファームウェアナンバーがホ
ストに送信されます。 

 
 メトロロジックの担当者

に指示されない限り有効
にしないでください。 

 

³ 1 1 8 0 0 6  

  テンポラリーシンボル 
 「テンポラリーシンボ

ル」テストコードはす
べての主要なバーコー
ドタイプを有効にする
とともに、最小キャラ
クタ数要求を 1 に削減
します。また、最小 ITF
キャラクタ要求を 2 と
し 、 送 信 時 に プ レ
フィックスとしてシン
ボルネームを加えま
す。この機能はスキャ
ナのスイッチのオン／
オフを繰り返すと無効
になります。 

³ 9 9 8 0 4 1  
 

 メトロロジックの担当者に
指示されない限り有効にし
ないでください。 
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セクション E 設定可能なプレフィックス（全データ） 
 

以下の機能を設定する前に「設定モード開始／終了」バーコードをスキャンしてく
ださい。また、viii ページのマルチコード方式を参照してください。 

 

設定モード開始／終了  ~  設定可能なプレフィック
ス・キャラクタ #1 

³ 9 9 9 9 9 9  

 

³ 9 0 3 5 0 0  
 
1 つのプレフィックス ID を
データ送信時に追加してホス
トに送信します。このコード
とともに、セクション Mに記
載されている、希望するキャ
ラクタを表す 3 コードバイト
シーケンスを使用してくださ
い。 

~  設定可能なプレフィック
ス・キャラクタ #2  ~  設定可能なプレフィック

ス・キャラクタ #3 

³ 9 0 3 6 0 0  
 

2番目のプレフィックス・ 
キャラクタを設定します。 

 

³ 9 0 3 7 0 0  
 

3番目のプレフィックス・ 
キャラクタを設定します。 

~  設定可能なプレフィック
ス・キャラクタ #4  ~  設定可能なプレフィック

ス・キャラクタ#5 

³ 9 0 3 8 0 0  
 
4番目のプレフィックス・ 
キャラクタを設定します。 

 

³ 9 0 3 9 0 0  
 

5番目のプレフィックス・ 
キャラクタを設定します。 
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セクション E 設定可能なプレフィックス（全データ） 
 
~ 設定可能なプレフィック
ス・キャラクタ#6  ~  設定可能なプレフィック

ス・キャラクタ #7 

³ 9 0 4 0 0 0  
 

6番目のプレフィックス・ 
キャラクタを設定します。 

 

³ 9 0 4 1 0 0  
 

7番目のプレフィックス・ 
キャラクタを設定します。 

~  設定可能なプレフィック
ス・キャラクタ #8  ~  設定可能なプレフィック

ス・キャラクタ #9 

³ 9 0 4 2 0 0  
 
8番目のプレフィックス・ 
キャラクタを設定します。 

 

³ 9 0 4 3 0 0  
 
9番目のプレフィックス・ 
キャラクタを設定します。 

~  設定可能なプレフィック
ス・キャラクタ #10  

*  設定可能なプレフィック
ス・キャラクタをすべてク
リアします。 

³ 9 0 4 4 0 0  

 

³ 9 9 9 9 8 5  
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セクション E 設定可能な IDキャラクタ（特定コード） 
 
*  設定可能なコード IDバイ
トをプレフィックスとして
使用する 

 
設定可能なコード ID バイト
をサフィックスとして使用す
る 

³ 1 0 5 5 0 7  
 
ユーザー設定可能な特定コー
ド ID バイトがデータの前に
送信されます。 
 
 プレフィックスが使わ

れている場合、ユー
ザー設定可能な 

 サフィックスは使用で
きません。 

 

³ 1 0 5 5 1 7  
 
ユーザー設定可能な特定コー
ド ID バイトがデータの後に
送信されます。 
 
 サフィックスが使われ

ている場合、ユーザー
設定可能なプレフィッ
クスは使用できませ
ん。 

IDキャラクタ 
 
~ 設定可能な UPC-A ID †  ~ 設定可能な UPC-E ID † 

³ 9 0 5 6 0 0  
 

 

³ 9 0 5 7 0 0  
 

† マルチコード方式を使用する場合、このバーコードをスキャンし、続いてこのバーコー
ドタイプに関連する固有の IDキャラクタを示す 3コードバイトバーコード（セクション
Mに記載）をスキャンしてください。（ viii ページのマルチコード方式を参照） 
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セクション E 設定可能な IDキャラクタ（特定コード） 
 
~ 設定可能な EAN-8 ID †  ~ 設定可能な EAN-13 ID † 

³ 9 0 5 8 0 0  

 
 
† マルチコード方式を使用す

る場合、このバーコードを

スキャンし、続いてこの

バーコードタイプに関連す

る固有の IDキャラクタを示

す 3 コードバイトバーコー

ド（セクション M に記載）

をスキャンしてください。

（ viii ページのマルチコー

ド方式を参照） 

³ 9 0 5 9 0 0  

~ 設定可能な Code 39 ID †  ~ 設定可能な Code 128 ID † 

³ 9 0 6 0 0 0  

 

³ 9 0 6 1 0 0  
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セクション E 設定可能な IDキャラクタ（特定コード） 
 
~ 設定可能な Code 93 ID †  ~ 設定可能な Code 11 ID † 

³ 9 0 6 3 0 0  

 
 
 
† マルチコード方式を使用す

る場合、このバーコードを

スキャンし、続いてこの

バーコードタイプに関連す

る固有の IDキャラクタを示

す 3 コードバイトバーコー

ド（セクション M に記載）

をスキャンしてください。

（ viii ページのマルチコー

ド方式を参照） 

³ 9 0 6 4 0 0  

~ 設定可能な Telepen ID †  ~  設定可能な TRI-OPTIC ID † 

³ 9 0 6 2 0 0  

 

³ 9 0 7 2 0 0  
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セクション E 設定可能な IDキャラクタ（特定コード） 
 
~  設定可能な Standard 2 of 5 

ID †  ~  設定可能な Interleaved 2 of 5 
ID † 

³ 9 0 7 1 0 0  

 
 
 
† マルチコード方式を使用

する場合、このバーコー

ドをスキャンし、続いて

このバーコードタイプに

関連する固有の ID キャ

ラクタを示す 3 コード

バイトバーコード（セク

ション M に記載）をス

キャンしてください。

（  viii ページのマルチ

コード方式を参照） 

³ 9 0 6 7 0 0  

~  設定可能なMatrix 2 of 5 ID †  ~  設定可能な Airline 2 of 5 ID † 

³ 9 0 6 8 0 0  

 

³ 9 0 6 9 0 0  
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セクション E 設定可能な IDキャラクタ（特定コード） 
 
~  設定可能なMSI Plessey ID †  ~  設定可能な UK Plessey ID† 

³ 9 0 6 5 0 0  

 
 
 
† マルチコード方式を使用

する場合、このバーコー

ドをスキャンし、続いて

このバーコードタイプに

関連する固有の ID キャラ

クタを示す 3 コードバイ

トバーコード（セクショ

ン M に記載）をスキャン

してください。（ viii ペー

ジのマルチコード方式を

参照） 

³ 9 0 7 0 0 0  

~  設定可能な Codabar ID †  *  設定可能な特定コード ID
をすべてクリアする † 

³ 9 0 6 6 0 0  

 

³ 9 9 9 9 8 3  
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セクション E  スタンダード・プレフィックス・キャラクタ 
 
STX プレフィックスを有効に
する 

 * STXプレフィックスを無効
にする

³ 1 1 6 6 1 5  
 
スキャナは各バーコードの前
に Start of TeXt （ ASCII 
02H）を送信します。 

 

³ 1 1 6 6 0 5  
 
スキャナは各バーコードの前
に Start of TeXt （ ASCII 
02H）を送信しません。 

Rockford-Thompson モードを
有効にする  *  Rockford-Thompsonモード

を無効にする 

³ 1 0 5 5 1 3  

 

³ 1 0 5 5 0 3  

AIM IDキャラクタを有効に 
する  *  AIM IDキャラクタを無効に

する 

³ 1 0 7 9 1 5  
 
スキャナは AIM シンボル ID
を送信します。 
 
 この機能は機種によっ

てはご利用いただけま
せん。 

 

³ 1 0 7 9 0 5  
 
スキャナは AIM シンボル ID
を送信しません。 
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セクション E  スタンダード・プレフィックス・キャラクタ 
 
UPC プレフィックス ID を有
効にする  *  UPCプレフィックス IDを

無効にする 

³ 1 1 6 6 1 7  
 
このコードが有効の場合、ス
キャナは UPC/EAN バーコー
ドの前にプレフィックスを送
信します。 
 
送信されるプレフィックスは
以下の通りです。 
A （UPC-A） 
E0 （UPC-E） 
F （EAN-13） 
FF （EAN-8） 

 

³ 1 1 6 6 0 7  
 
スキャナは UPC/EAN バー
コードの前にプレフィックス
を送信しません。 

NCR プレフィックス ID を有
効にする  *  NCR プレフィックス IDを

無効にする 

³ 1 0 7 9 1 1  
 
このコードが有効の場合、ス
キャナは以下のコードタイプ
の前にプレフィックスを送信
します。送信されるプレ
フィックスは以下の通りで
す。 

 
 

³ 1 0 7 9 0 1  

 
A（UPC-A） 
E0（UPC-E） 
FF（EAN-8） 
F（EAN-13） 
B1（Code 39） 
B2（ITF） 
B3（Code 128 & その他コード） 
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セクション E  スタンダード・プレフィックス・キャラクタ 
 
Nixdorf ID キャラクタを有効
にする  *  Nixdorf IDキャラクタを無

効にする 

³ 1 0 7 9 1 7  
 
この機能では多くの 
Siemens/Nixdorf レジスター
用の各バーコードの前にコー
ド IDを送信します。 

 

³ 1 0 7 9 0 7  
 
この機能では 
Siemens/Nixdorf のコード ID
を送信しません。 

SANYO ID キャラクタを有効
にする  *  SANYO IDキャラクタを無

効にする 

³ 1 0 7 9 1 6  
 
Sanyo ID キャラクタを送信
します。 

 

³ 1 0 7 9 0 6  
 
Sanyo ID キャラクタを送信
しません。 
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セクション E  スタンダード・プレフィックス・キャラクタ 
 
TEC レジスターフォーマット
IDキャラクタを有効にする  TEC レジスターフォーマット

IDキャラクタを無効にする 

³ 1 2 4 7 1 0  
 

 

³ 1 2 4 7 0 0  
 

TEC MA1530 ID キャラクタ
を有効にする  TEC MA1530 ID キャラクタ

を無効にする 

³ 1 0 8 0 1 0  
 

 

³ 1 0 8 0 0 0  
 

シンボルプレフィックスを有
効にする 

 
シンボルプレフィックスを無
効にする 

³ 1 0 5 5 1 4  
 
この機能は送信されるバー
コードの前にシンボル記述を
加えます。 

 

³ 1 0 5 5 0 4  
 
送信されるバーコードの前に
シンボル記述を加えません。 
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セクション E スタンダード・プレフィックス・キャラクタ 
 
メーカーID プレフィックスを
有効にする  *  メーカーIDプレフィックス

を無効にする 

³ 1 0 5 5 1 2  
 
スキャナがメトロロジック製
であることを示すため、すべ
てのバーコードデータの前に
「METROLOGIC」を送信し
ます。 

 

³ 1 0 5 5 0 2  
 
スキャナはメーカーID ストリ
ングを送信しません。 

「C」プレフィックスを有効
にする  *  「C」プレフィックスを無

効にする 

³ 1 0 5 5 1 1  

 

³ 1 0 5 5 0 1  

UPC/EAN の「$」プレフィッ
クス IDを有効にする  

*  UPC/EANの「$」プレ
フィックス IDを無効にす
る

³ 1 0 5 5 1 0  

 

³ 1 0 5 5 0 0  
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セクション E スタンダード・プレフィックス・キャラクタ 
 
Tab プレフィックスを有効に
する  *  Tabプレフィックスを無効

にする 

³ 1 1 6 6 1 1  
 
スキャナは各バーコードの前
に TAB（ASCII 09H）を送信
します。 

 

³ 1 1 6 6 0 1  
 
スキャナは TAB を送信しま
せん。 

SNI Beetleモードを有効に 
する  *  SNI Beetleモードを無効に

する 

³ 1 1 6 1 1 1  

 

³ 1 1 6 1 0 1  

Cipher 1021 IDを有効にする  *  Cipher 1021 IDを無効にす
る 

³ 1 1 6 1 1 3  

 

³ 1 1 6 1 0 3  
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セクション E スタンダード・サフィックス・キャラクタ 
 
* CRサフィックスを有効に 
する  CR サフィックスを無効に 

する 

³ 1 1 6 6 1 3  
 
スキャナは各バーコードの後
にキャリッジ・リターン
（Carriage Return）を送信し
ます。 

 

³ 1 1 6 6 0 3  
 
スキャナは各バーコードの後
にキャリッジ・リターン
（Carriage Return）を送信し
ません。 

*  LF サフィックスを有効に
する  LFサフィックスを無効に 

する 

³ 1 1 6 6 1 2  
 
スキャナは各バーコードの後
にラインフィード（ Line 
Feed）を送信します。 
 
 キーボードウェッジ・

デフォルトが読み込ま
れている場合、この機
能は無効になります。 

 

³ 1 1 6 6 0 2  
 
スキャナは各バーコードの後
にラインフィード（ Line 
Feed）を送信しません。 

Tabサフィックスを有効に 
する  *  Tabサフィックスを無効に

する 

³ 1 1 6 6 1 0  
 
スキャナは各バーコードの後
に TAB（ASCII 09H）を送信
します。 

 

³ 1 1 6 6 0 0  
 
スキャナは各バーコードの後
に TAB（ASCII 09H）を送信
しません。 
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セクション E  スタンダード・サフィックス・キャラクタ 
 
ETXサフィックスを有効に 
する  *  ETXサフィックスを無効に

する 

³ 1 1 6 6 1 4  
 
スキャナは各バーコードデー
タの後に End of TeXt（ASCII 
03H）を送信します。 

 

³ 1 1 6 6 0 4  
 
ス キ ャ ナ は End of TeXt
（ASCII 03H）を送信しませ
ん。 

UPC サフィックス ID を有効
にする  * UPCサフィックス IDを無

効にする 

³ 1 1 6 6 1 6  
 
スキャナは各 UPC/EAN バー
コードの後にサフィックスを
送信します。 
 
送信されるサフィックスは以
下の通りです。 
A （UPC-A） 
E （UPC-E） 
F （EAN-13） 
F （EAN-8） 

 

³ 1 1 6 6 0 6  
 
スキャナは UPC/EAN バー
コードの後にサフィックスを
送信しません。 
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セクション E 水平冗長検査（LRC） 
 

LRC計算の送信を有効にする  *  LRC計算の送信を無効に 
する 

³ 1 0 7 8 1 1  
 
スキャナはバーコードの後に
LRC（チェックキャラクタ）
を出力します。 

 

³ 1 0 7 8 0 1  
 
スキャナはバーコードの後に
LRC（チェックキャラクタ）
を出力しません。 

   
   

*  最初のバイトから LRCを
開始する  2番目のバイトから LRCを開

始する 

³ 1 0 7 8 0 0  
 
スキャナは最初のキャラクタ
から LRC チェック・デジッ
トを計算します。 

 

³ 1 0 7 8 1 0  
 
スキャナは 2 番目のキャラク
タから LRC チェック・デ
ジットを計算します。 
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セクション E 設定可能なサフィックス（全データ） 
 

以下の機能を設定する前に「設定モード開始／終了」バーコードをスキャンしてく
ださい。 viii ページのマルチコード方式を参照してください。 

 

設定モード開始／終了  ~  設定可能なサフィックス
キャラクタ #1 

³ 9 9 9 9 9 9  

  

³ 9 0 4 5 0 0  
 
1つのサフィックス IDをデー
タ送信時に追加して送信しま
す。このコードとともに、希
望するキャラクタを表す 3
コードバイトシーケンス（セ
クション Mに記載）を使用し
てください。 

~  設定可能なサフィックス
キャラクタ #2  ~  設定可能なサフィックス

キャラクタ #3 

³ 9 0 4 6 0 0  
 
2 番目の設定可能なサフィッ
クスキャラクタを設定しま
す。 

 

³ 9 0 4 7 0 0  
 
3 番目の設定可能なサフィッ
クスキャラクタを設定しま
す。 
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セクション E 設定可能なサフィックス（全データ） 
 
~  設定可能なサフィックス
キャラクタ#4 †  ~  設定可能なサフィックス

キャラクタ#5 † 

³ 9 0 4 8 0 0  
 
4番目の設定可能な 
サフィックスキャラクタを
設定します。 

† マルチコード方式を使用する

場合、このバーコードをス

キャンし、続いて適切なキャ

ラクタを示す 3 コードバイ

ト・バーコード（セクション

M に記載）をスキャンしてく

ださい。（viii ページのマル

チコード方式を参照） 

³ 9 0 4 9 0 0  
 
5 番目の設定可能なサフィッ
クスキャラクタを設定しま
す。 

~  設定可能なサフィックス
キャラクタ #6 †  ~  設定可能なサフィックス

キャラクタ #7 †  

³ 9 0 5 0 0 0  
 
6 番目の設定可能なサ
フィックスキャラクタを設
定します。 

 

³ 9 0 5 1 0 0  
 
7 番目の設定可能なサフィッ
クスキャラクタを設定しま
す。 
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セクション E  設定可能なサフィックス（全データ） 
 
~  設定可能なサフィックス
キャラクタ #8 †   ~  設定可能なサフィックス

キャラクタ #9 † 

³ 9 0 5 2 0 0  
 
8 番目の設定可能なサフィッ
クスキャラクタを設定しま
す。 

 

³ 9 0 5 3 0 0  
 
9 番目の設定可能なサフィッ
クスキャラクタを設定しま
す。 

~  設定可能なサフィックス
キャラクタ #10 † 

³ 9 0 5 4 0 0  
 
10 番 目 の 設 定 可 能 なサ
フィックスキャラクタを設定
します。 

 

† マルチコード方式を使用

する場合、このバーコー

ドをスキャンし、続いて

希望するキャラクタを示

す 3 コードバイトバー

コード（セクション M に

記載）をスキャンしてく

ださい。（viii ページのマ

ルチコード方式を参照） 

  
*  ユーザー設定可能なサ
フィックスをすべてクリア
する 

  

³ 9 9 9 9 8 4  
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セクション E  特殊なフォーマット 
 
SINEKOモードを有効にする  *  SINEKO モードを無効にする 

³ 1 0 7 9 1 4  

 

³ 1 0 7 9 0 4  

Newcodeフォーマットモード
Aを有効にする  *  Newcodeフォーマットモード A

を無効にする 

³ 1 1 6 7 1 1  

 

³ 1 1 6 7 0 1  

Newcodeフォーマットモード
Bを有効にする  *  Newcodeフォーマットモード B

を無効にする 

³ 1 1 6 7 1 0  

 

³ 1 1 6 7 0 0  
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セクション E キャラクタの置換 
 
キャラクタの置換は以下の通りです。 

1. 「設定モード開始／終了」バーコードをスキャンします。（このガイドの冒頭

xiiページを参照） 

2. 「置換するキャラクタ」をスキャンします。（下記を参照） 

3. 置換するキャラクタの ASCIIコードバイト値をスキャンします。（セクション

Mの ASCII参照表を参照） 

4. 「置換後のキャラクタ」のバーコードをスキャンします。 

5. 置換後のキャラクタの ASCIIコードバイト値をスキャンします。 

6. 「設定モード開始／終了」バーコードをスキャンします。（このガイドの冒頭

xiiページを参照） 
 
置換するキャラクタ  置換なし 

³ 9 3 8 6 0 0  

 

³ 8 3 8 6 0 0  

   
   

置換後のキャラクタ   

³ 9 3 8 7 0 0  
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セクション F  UPC/EAN 
 
*  UPC-Aチェック・デジット
を送信する  UPC-A チェック・デジットを送

信しない 

³ 1 0 7 5 1 7  

 

³ 1 0 7 5 0 7  

UPC-Eチェック・デジットを
送信する  *  UPC-Eチェック・デジットを

送信しない 

³ 1 0 7 5 1 6  

 

³ 1 0 7 5 0 6  

UPC-Eを 12桁に拡張する  *  UPC-Eを 12桁に拡張しない 

³ 1 0 7 5 1 5  
 
UPC-E バーコードを 12 桁相
当の UPC-A バーコードに拡
張します。 

 

³ 1 0 7 5 0 5  
 
UPC-Eバーコードを 12桁相当の
UPC-A バーコードに拡張しませ
ん。 
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セクション F UPC/EAN 
 

UPC-Aを EAN-13に変換する  *  UPC-Aを EAN-13に変換しない 

³ 1 0 7 5 1 4  
 
スキャナはバーコードの前に先
頭「0」を送信して UPC-A を
EAN-13に変換します。 

 

³ 1 0 7 5 0 4  
 
スキャナは UPC-Aを EAN-13に変
換しません。 

UPC-Eに先頭「0」を送信する  UPC-Eに先頭「0」を送信しない 

³ 1 0 7 5 1 3  
 
この機能は各 UPC-E バーコー
ドの前に「0」を送信します。 

 

³ 1 0 7 5 0 3  
 
この機能は各 UPC-Eバーコードの
前に「0」を送信しません。 

EAN-8を EAN-13に変換する  *  EAN-8を EAN-13に変換しない 

³ 1 0 7 5 1 2  
 
スキャナはバーコードの前に 5
つの「0」を送信して EAN-8 を
EAN-13に変換します。 

 

³ 1 0 7 5 0 2  
 
スキャナは EAN-8を EAN-13に変
換しません。 
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セクション F UPC/EAN 
 
* UPC-Aナンバーシステムを
送信する  UPC-A ナンバーシステムを送信

しない 

³ 1 0 7 5 1 1  

 

³ 1 0 7 5 0 1  
 
 メトロロジックはこの機能

を使わないよう強くお薦め
します。データベース内で
数字が重複するおそれがあ
ります。 

*  UPC-A MFR #を送信する  UPC-A MFR #を送信しない 

³ 1 0 7 6 1 1  

 

³ 1 0 7 6 0 1  

*  UPC-A ITEM #を送信する  UPC-A ITEM #を送信しない 

³ 1 0 7 6 1 0  

 

³ 1 0 7 6 0 0  
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セクション F UPC/EAN 
 
*  EAN-8チェック・デジット
を送信する  EAN-8 チェック・デジットを送

信しない 

³ 1 0 7 9 1 0  

 

³ 1 0 7 9 0 0  

*  EAN-13チェック・デジッ
トを送信する  EAN-13 チェック・デジットを送

信しない 

³ 1 0 7 9 1 2  

 

³ 1 0 7 9 0 2  

GTIN-14フォーマット  GTIN-14フォーマットなし 

³ 1 0 7 5 1 0  
 
 この機能は機種によっ

てはご利用いただけま
せん。 

 
 

³ 1 0 7 5 0 0  
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セクション F Codabar 
 
Codabar スタート／ストップ
キャラクタを送信する  *  Codabarスタート／ストップ

キャラクタを送信しない 

³ 1 0 7 7 1 7  
 
各バーコードの前後に Codabar
スタート／ストップキャラクタ
を送信します。 

 

³ 1 0 7 7 0 7  
 
各バーコードの前後に Codabar
スタート／ストップキャラクタ
を送信しません。 

Codabar スタート／ストップ
キャラクタを小文字に変換する  

*  Codabarスタート／ストップ
キャラクタを小文字に変換し
ない 

³ 1 1 5 1 1 0  

 

³ 1 1 5 1 0 0  
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セクション F Codabar 
 

 CLSI編集を有効にする  

 

³ 1 0 7 7 1 6  
 
情報をホストに送信する前
に CLSI タイプの編集を行
います。 
 
 この機能は 14桁の

Codabarタイプでのみ
稼働します。 

 

 *  CLSI編集を有効にしない  

 

³ 1 0 7 7 0 6  
 
この機能では情報をホスト
に送信する前に CLSI タイ
プの編集を行いません。 
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セクション F  Code 39 
 
Code 39でMOD 43チェック
を有効にする  * Code 39でMOD 43チェック

を無効にする 

³ 1 0 0 2 1 3  
 
スキャナは有効な Modulo 43
チェック・デジットのある
Code 39 バーコードのみス
キャンします。 

 

³ 1 0 0 2 0 3  
 
スキャナは Modulo 43 チェッ
ク・デジットについて Code 39
バーコードをテストしません。 

Code 39 で Mod 43 チェッ
ク・デジットを送信する  * Code 39でMod 43チェック・

デジットを送信しない 

³ 1 0 7 7 1 5  
 
この機能は「 Code 39 で
MOD 43 チェックを有効にす
る」と関係しているため、稼
働させるにはどちらも有効に
しなければなりません。 

 

³ 1 0 7 7 0 5  
 
この機能は Code 39 の Mod 43
チェックキャラクタを送信しま
せん。 
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セクション F  Code 39 
 

 
Code 39 のスタート／ス
トップキャラクタを送信す
る 

 

 

³ 1 0 7 7 1 0  
 
各バーコードの前後に
Code 39 スタート／ストッ
プキャラクタを送信しま
す。 

 

 
*  Code 39のスタート／ス
トップキャラクタを送信
しない 

 

 

³ 1 0 7 7 0 0  
 
各バーコードの前後に
Code 39 スタート／ストッ
プキャラクタを送信しませ
ん。
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セクション F  Code 11および Telepen 
 
Code 11 チェック・デジット
を送信する  * Code 11チェック・デジット

を送信しない 

³ 1 0 7 7 1 3  
 
セクション Aの「Code 11を
有効にする」と合わせて使用
した場合、スキャナは Code 
11のチェックキャラクタを送
信します。 

 

³ 1 0 7 7 0 3  
 
スキャナは Code 11 のチェック
キャラクタを送信しません。 

Telepen ^Lから Eの変換を有
効にする  *  Telepen ^Lから Eの変換を無

効にする 

³ 1 0 7 8 1 4  

 

³ 1 0 7 8 0 4  
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セクション F Plessey 
 
UK Plesseyチェック・デジッ
トを送信する  *  UK Plesseyチェック・デジッ

トを送信しない 

³ 1 0 7 8 1 6  
 
セクション Aの「UK Plessey
を有効にする」と合わせて使
用した場合、スキャナは UK 
Plessey のチェック・デジッ
トを送信します。 

 

³ 1 0 7 8 0 6  
 
UK Plessey のチェック・デジッ
トを送信しません。 

UK Plessey特殊フォーマット
を有効にする  UK Plessey 特殊フォーマットを

無効にする 

³ 1 0 7 8 1 5  

 

³ 1 0 7 8 0 5  

不適切な UK Plessey ストッ
プキャラクタを処理する  *  ノーマル UK Plesseyストップ

キャラクタを処理する 

³ 1 0 8 0 1 3  

 

³ 1 0 8 0 0 3  
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セクション F  Plessey 
 
*  MSI Plessey チェック・デ
ジットなし   

³ 2 0 0 7 0 4  
 
スキャナはチェック・デジッ
トについて MSI Plesseyバー
コードをテストしません。 

  

MSI Plessey MOD 10/10
チェック・デジットを有効に
する 

 * MSI Plessey MOD 10 チェッ
ク・デジットを有効にする 

³ 2 0 0 7 3 4  
 
スキャナは 2桁の Modulo 10
チェック・デジットについて
MSI Plessey バーコードをテ
ストします。 

 

³ 2 0 0 7 2 4  
 
スキャナは 1 桁の Modulo 10
チェック・デジットについて
MSI Plesseyバーコードをテスト
します。 

MSI Plessey チェック・デ
ジットを送信する  *  MSI Plesseyチェック・デジッ

トを送信しない 

³ 1 0 7 7 1 1  
 
この機能は「有効な MSI 
Plessey モード」オプション
のうち 1 つまたは両方と併用
して機能します。 

 

³ 1 0 7 7 0 1  
 
スキャナは MSI Plessey チェッ
ク・デジットを送信しません。 
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セクション F  2 of 5 
 
ITF で Mod 10 チェックを有
効にする  * ITFでMod 10チェックを無効

にする 

³ 1 0 0 3 1 0  
 
スキャナは Modulo 10チェッ
ク ・ デ ジ ッ ト の あ る
Interleaved 2 of 5（ITF）バー
コードのみスキャンします。 

 

³ 1 0 0 3 0 0  
 
スキャナは Modulo 10 チェッ
ク ・ デ ジ ッ ト に つ い て
Interleaved 2 of 5（ ITF）バー
コードをテストしません。 

ITF で Mod 10 チェック・デ
ジットを送信する  *  ITFでMod 10チェック・デ

ジットを送信しない 

³ 1 0 7 7 1 4  
 
スキャナは Interleaved 2 of 5
（ITF）のMod 10チェック・
デジットを送信します。 

 

³ 1 0 7 7 0 4  
 
スキャナは Interleaved 2 of 5
（ITF）の Mod 10 チェック・デ
ジットを送信しません。この機
能は「ITF で Mod 10チェック」
と関連しているため、稼働させ
る場合には両方とも有効にして
ください。 

Matrix 2 of 5 チェック・デ
ジットを送信する  *  Matrix 2 of 5チェック・デジッ

トを送信しない 

³ 1 0 7 8 1 2  

 

³ 1 0 7 8 0 2  
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セクション G  RS-232モードを有効にする 
 
*  RS-232モードを有効にする   

³ 4 1 5 5 5 4  
 
このコードが有効の場合、ス
キャナは RS232 +/-12V シリア
ル出力となります。 

  

 
 



RS-232 G
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セクション G パリティの機能 
 

パリティなし パリティビットはデータ送信エラーの発見を容易

にする追加データビットです。スキャナのパリ

ティはホストのパリティと一致しなければならな

りません。 
³ 3 1 6 0 4 5  

奇数パリティ  *  空白パリティ 

³ 3 1 6 0 0 5  
 
ビットの 1 の数を奇数個にす
るため、パリティビットの設
定を 1または 0のどちらかに
選択します。 

 

³ 3 1 6 0 1 5  
 
常にパリティビット 0 を選択し
ます。 

偶数パリティ  マークパリティ 

³ 3 1 6 0 2 5  
 
ビットの 1 の数を偶数個にす
るため、パリティビットの設
定を 1または 0のどちらかに
選択します。 

 

³ 3 1 6 0 3 5  
 
常にパリティビット 1 を選択し
ます。 
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セクション G  ボーレート 
 

ボーレート 115200  「ボー」または「ボーレート」はデータが通信さ

れる速度です。ホストデバイスと一致するボー

レートをスキャナでも選択してください。 

³ 4 1 5 8 1 0 0  

ボーレート 57600  ボーレート 38400 

³ 4 1 5 8 9 0  

 

³ 4 1 5 8 8 0  

ボーレート 19200  ボーレート 14400  

³ 4 1 5 8 7 0  

 

³ 4 1 5 8 6 0  
 



RS-232 G
 

 

4

セクション G  ボーレート 
 
*  ボーレート 9600   ボーレート 4800 

³ 4 1 5 8 5 0  

 

³ 4 1 5 8 4 0  

ボーレート 2400  ボーレート 1200 

³ 4 1 5 8 3 0  

 

³ 4 1 5 8 2 0  

ボーレート 600  ボーレート 300 

³ 4 1 5 8 1 0  

 

³ 4 1 5 8 0 0  
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セクション G  データ／ストップビット 
 
*  7データビット  8データビット 

³ 1 1 6 0 0 3  
 
各キャラクタが送信される
データビットの数を示しま
す。 

 

³ 1 1 6 0 1 3  

1ストップビット  *  2ストップビット 

³ 1 1 6 0 1 4  

 

³ 1 1 6 0 0 4  
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セクション G ハードウェアのハンドシェーク 
 
RTS/CTS ハンドシェークを
有効にする  *  RTS/CTSハンドシェークを無

効にする 

³ 1 1 5 8 1 6  
 
Request To Send （RTS）シ
グナルを出力して Clear To 
Send （CTS）シグナルを待
機してからデータを送信しま
す。 

 

³ 1 1 5 8 0 6  
 
RTS/CTS ハンドシェークを使用
しません。 

*  キャラクタ RTS/CTS  メッセージ RTS/CTS 

³ 1 1 5 8 1 5  
 
各キャラクタの RTS シグナ
ルを稼働／停止します。 

 

³ 1 1 5 8 0 5  
 
最初のキャラクタを送信する前
に RTS を稼働し、最後のキャラ
クタの送信が完了するまで稼働
状態を維持します。 

RTS ポラリティを反転する
（RSV1）  *  スタンダード RTSポラリティ 

³ 1 2 4 5 1 0  
 
+12V = 停止 
-12V = 稼働 

 

³ 1 2 4 5 0 0  
 
スタンダード RTS ポラリティを
使用します。  
-12V = 停止 
+12V = 稼働 
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セクション G  ハードウェアのハンドシェーク 
 
CTS ポラリティを反転する
（RSV2）  *  スタンダード CTSポラリティ 

³ 1 2 4 5 1 1  
 
+12V = 停止、送信しない 
 
-12V = 稼働、送信 OK 

 

³ 1 2 4 5 0 1  
 
-12V = 停止、送信しない 
 
+12V = 稼働、送信 OK 

RTS を稼働、CTS を待機し
ない （RSV3）  *  RTSを稼働、CTSを待機する 

³ 1 2 4 5 1 2  
 
送信のため RTS を稼働しま
すが、CTS の送信を待機しま
せん。 

 

³ 1 2 4 5 0 2  
 
RTS を稼働し、CTS を待機しま
す。 

RTSの前に CTS Not Present
をテストする（RSV4）  

*  RTSの前に CTS Presentをテ
ストしない 

³ 1 2 4 5 1 3  
 
CTS が既に稼働している場
合、RTSを稼働しません。 

 

³ 1 2 4 5 0 3  
 
CTS が稼働している場合、テス
トせずに RTSを稼働します。 
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セクション G  ハードウェアのハンドシェーク 
 
CTSスキャンを送信する  * CTSスキャンを送信しない 

³ 1 2 0 4 1 7  
 
デコードされたバーコードの
送信に CTS ラインを使用し
ます。予備コード 4 を使用し
て CTS ごとに 1 つのバー
コードとします。これは、
CTS シグナルが停止されるま
でスキャナがデータを読み込
むのを防ぎます。 
 
 この機能は機種によっ

てはご利用いただけま
せん。 

 

³ 1 2 0 4 0 7  
 
CTS スキャン送信に対応しませ
ん。 

DTR対応を有効にする  *  DTR対応を無効にする 

³ 1 1 5 8 1 7  
 
スキャナは Data Terminal 
Ready（DTR）シグナルが停
止するとスキャンを停止しま
す。 

 
³ 1 1 5 8 0 7  

RTS カウンター切り替えを有
効にする  *  RTSカウンター切り替えを無

効にする 

³ 1 1 5 9 1 5  
 
スキャナはデコードが成功す
ると RTS ラインに切り替え
ます。 

 

³ 1 1 5 9 0 5  
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セクション G  ソフトウェアのハンドシェーク 
 
XON/XOFFハンドシェークを
有効にする  *  XON/XOFFハンドシェークを

無効にする 

³ 1 1 5 9 1 4  
 
XOFF（ASCII 13H）を受信
するとスキャナは送信を停止
します。XON （ASCII 11H）
を受信後、送信は再開されま
す。 

 

³ 1 1 5 9 0 4  
 
スキャナは XON/XOFF のテスト
を行いません。 

ACK/NAKを有効にする  *  ACK/NAKを無効にする 

³ 1 1 5 9 1 3  
 
データ送信後、ホストからの
ACK（ 06H）または NAK
（15H）応答を待機します。 
 
ACK を受信すると、通信サイ
クルを完了してさらにバー
コードを受け付けます。 
 
NAK を受信すると、バーコー
ドデータの最終セットを再送
信し、再び ACK/NAK を待機
します。 

 

³ 1 1 5 9 0 3  
 
ACK/NAK のハンドシェークに対
応しません。 
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セクション G  ソフトウェアのハンドシェーク 
 
O/N ハンドシェークを有効に
する 

 
O/Nハンドシェークを無効に 
する 

³ 1 1 5 9 1 2  
 
この機能を稼働させるには、
ACK/NAK ハンドシェーク
（ページ G 9）を有効にして
ください。 

 

³ 1 1 5 9 0 2  

ACK/NAK の BEL/CAN をサ
ポートする  *  ACK/NAKで BEL/CANを無視

する 

³ 1 1 5 9 1 1  
 
BEL（07H）を受信すると、
スキャナは 3 回ブザーを鳴ら
し、通信ループから退出しま
す。CAN（18H）を受信する
と、スキャナは無音で通信
ループから退出します。 

 

³ 1 1 5 9 0 1  
 
通信ループで BEL/CAN キャラク
タを無視します。 

エラー音コマンドを有効にす
る  エラー音コマンドを無効にする 

³ 1 1 8 4 1 5  
 
「z」を受信すると、スキャ
ナはエラー音を 1 回鳴らしま
す。「z」の前のキャラクタ
が数字でかつ 1 秒以内に
「z」が送信されたときはエ
ラー音を複数回鳴らします。 
 
 この機能を使用するに

は、ノーマルの BELコ
マンドが稼働していな
ければなりません。 

 

³ 1 1 8 4 0 5  
 
通信ループの中の「z」キャラク
タを無視します。 
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セクション G  ソフトウェアのハンドシェーク 
 
XON/XOFF スキャン禁止オンを
有効にする    * XON/XOFFスキャン禁止オン

を無効にする 

³ 1 1 6 0 1 1  
 
 この機能は機種によっては

ご利用いただけません。 

 

³ 1 1 6 0 0 1  
 
 この機能は機種によっては

ご利用いただけません。 

ACK/NAK タイムアウトで 5 回の
再試行を有効にする  *  ACK/NAKタイムアウトで 5回

の再試行を無効にする 

³ 1 1 8 0 1 3  
 
通信ループから退出する前に、
データの NAK 再送信を 5 回まで
許可します。 

 

³ 1 1 8 0 0 3  
 
NAK 再送信を 5 回に制限しませ
ん。 

5回の NAK再試行を有効にする  5回の NAK再試行を無効にする 

³ 1 1 5 8 1 4  

 

³ 1 1 5 8 0 4  
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セクション G  その他 
 
フランス語 PC 用語を有効に
する  *  フランス語 PC用語を無効にする 

³ 1 1 6 1 1 0  
 
スキャナは ASCII データキャ
ラクタの代わりに PC タイプ
の make/break スキャンコー
ドを送信します。スキャン
コードは WYSE フランス語
PC 端末エミュレーションに
合致しています。 

 

³ 1 1 6 1 0 0  
 
フランス語 PC 用語モードで送信し
ません。 

USA Wyse PCを有効にする  USA Wyse PCを無効にする 

³ 1 1 6 1 1 7  
 
USA Wyse PC 形式のキー
ボードの PC 用語モードを有
効にします。 

 

³ 1 1 6 1 0 7  
 
USA Wyse PC 形式のキーボードの
PC用語モードを無効にします。 

* データ受信を有効にする  データ受信を無効にする 

³ 1 2 5 0 0 6  
 

 

³ 1 2 5 0 1 6  
 
5 秒後に受信ポートを無効にしま
す。 

 
 



キーボード H
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セクション H  キーボード・エミュレーションを有効にする 
 
キーボードウェッジ・デフォ
ルトを読み込む   

³ 9 9 9 9 9 4  
 
キーボードウェッジ・モード
のデフォルト設定を読み込み
ます。 

  

スタンドアローン・キーボー
ド・エミュレーションを有効
にする 

 *  キーボードウェッジ・エミュ
レーションを有効にする 

³ 5 1 5 5 1 5 3  
 
外部キーボードに連結してい
ない特殊なスタンドアローン
の機種に使用します。スタン
ドアローンモードが有効の場
合、スキャナはキーボード
「電源オン」の情報を送信
し、常時キーボード接続とみ
なすようハードウェアを設定
します。 

 

³ 5 1 5 5 1 4 3  
 
外部キーボードとともに使用し
ます。バーコードデータがない
場合に標準 PCキーボードによる
通信を許可するため、ウェッジ
モードで送信します。 
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セクション H  各国／スキャンコード表選択 
 
*  米国キーボード  スイスキーボード 

³ 4 1 6 2 6 0  
 
米国仕様キーボードを有効に
します。 

 

³ 4 1 6 2 8 0  
 
スイス仕様キーボードを有効に
します。 

スペインキーボード  イタリアキーボード 

³ 4 1 6 2 5 0  
 
スペイン仕様キーボードを有
効にします。 

 

³ 4 1 6 2 4 0  
 
イタリア仕様キーボードを有効
にします。 

ドイツキーボード  フランスキーボード 

³ 4 1 6 2 3 0  
 
ドイツ仕様キーボードを有効
にします。 

 

³ 4 1 6 2 2 0  
 
フランス仕様キーボードを有効
にします。 
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セクション H  各国／スキャンコード表選択 
 
英国キーボード  ベルギーキーボード 

³ 4 1 6 2 1 0  
 
英国仕様キーボードを有効に
します。 

 

³ 4 1 6 2 0 0  
 
ベルギー仕様キーボードを有効
にします。 

日本キーボード  IBM 4700 ファイナンシャルキー
ボード

³ 4 1 6 2 1 0 0  
 
日本仕様キーボードを有効に

します。 

 

³ 4 1 6 2 7 0  
 
IBM 4700 ファイナンシャル仕様
キーボードを有効にします。 

スウェーデン／フィンランド
キーボード 

  

³ 4 1 6 2 9 0  
 
スウェーデン／フィンランド
仕様キーボードを有効にしま
す。 
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セクション H キーボード／システムタイプ 
 
*  ATキーボード  XTキーボード 

³ 2 1 6 2 1 5  
 
AT コンピュータ（IBM PS/2
および互換機種 50、55、
60、80 を含む）を使用して
いる場合、上記バーコードを
スキャンします。 

 

³ 2 1 6 2 0 5  
 
XT コンピュータを使用している
場合、上記バーコードをスキャ
ンします。 

PS/2キーボード  端末 KBエミュレーション 

³ 2 1 6 2 2 5  
 
PS/2 コンピュータ（IBM PC
および互換機種 30、70、
8556 を含む）を使用してい
る場合、上記コードをスキャ
ンします。 

 

³ 2 1 6 2 3 5  
 
端末キーボード・エミュレー
ションモードを有効にするには
上記コードをスキャンします。 
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セクション H  特殊キーボード機能 
 

Makeコードのみ送信する  *  Make/Breakコードを送信する 

³ 1 1 6 3 1 1  
 
 メトロロジックの担当者

に指示されない限りス
キャンしないでくださ
い。 

 

³ 1 1 6 3 0 1  
 
 メトロロジックの担当者に

指示されない限りスキャン
しないでください。 

F0H Breakコードを送信しない  *  F0H Breakコードを送信する 

³ 1 1 6 3 0 0  
 
スキャナは break コードのシー
ケンスで F0H を送信しませ
ん。 

 

³ 1 1 6 3 1 0  
 
スキャナは break コードのシー
ケンスで F0Hを送信します。 

クリーンアップ・ビットを送信
する  *  クリーンアップ・ビットを送

信しない 

³ 1 1 6 3 1 5  
 
特定の NEC 製コンピュータに
使用します。 

 

³ 1 1 6 3 0 5  
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セクション H 特殊キーボード機能 
 
Altモードを有効にする  *  Altモードを無効にする 

³ 1 1 6 2 1 7  
 
スキャナは次のキーボードシー
ケンスを繰り返します。 
 
「Alt キーを押し、任意のキャ
ラクタに対応する 10 進数をタ
イプします」 

 

³ 1 1 6 2 0 7  
 
  注意：ホストのソフトウェア

アプリケーションが右 Alt
キーを「ホット」キーとして
使用している場合、Altモー
ドは無効にしてください。 

自動検知モード（AT/PS2）を
有効にする  *  自動検知モード（AT/PS2）を無

効にする 

³ 1 1 6 2 1 4  
 
Caps Lockの状態を自動的に検
知します。 

 

³ 1 1 6 2 0 4  
 
Caps Lock の自動検知機能に対応
しません。 
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セクション H  特殊キーボード機能 
 

Caps Lockを有効にする（XT）  *  Caps Lockを無効にする（XT） 

³ 1 1 6 2 1 4  

 

³ 1 1 6 2 0 4  
 
Caps Lock機能に対応しません。 
 

キーパッドデータとして数字を
送信する  *  ノーマルデータとして数字を

送信する 

³ 1 1 6 3 1 6  
 
すべてのデータはキーバッドで
入力されたものとみなして送信
されます。 

 

³ 1 1 6 3 0 6  

予備の機能を有効にする  *  予備の機能を無効にする 

³ 1 1 6 4 1 0  

 

³ 1 1 6 4 0 0  
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セクション H  特殊キーボード機能 
 
*  拡張キーコードを送信する際
に拡張 ASCIIを使用する  拡張 ASCII として拡張 ASCII

キャラクタを使用する 

³ 1 1 6 3 0 3  
 
F1、F2 などの PC キーボー
ド・キーの送信に拡張 ASCII
キャラクタを使用します。詳細
はセクション M を参照してく
ださい。 

 

³ 1 1 6 3 1 3  
 
Alt モード経由で拡張 ASCII コー
ドを送信します。 

*  キャラクタ KB禁止  メッセージ KB禁止 

³ 1 1 6 3 0 4  

 

³ 1 1 6 3 1 4  
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セクション H  インタースキャン・コードの遅延 
 

インタースキャン・コード遅延
800マイクロ秒  インタースキャン・コード遅延

7.5ミリ秒 

³ 8 1 6 5 8 0  
 
指定された時間は個々の 9ビッ
トのスキャンコードの間隔を表
します。 
 
 特定の PCキーボード

BIOSを操作する場合、こ
のパラメータを調整する
必要があります。 

 

³ 8 1 6 5 7 5 0  
 
指定された時間は個々の 9 ビッ
トのスキャンコードの間隔を表
します。 
 
 特定の PCキーボード

BIOSを操作する場合、こ
のパラメータを調整する必
要があります。 

インタースキャン・コード遅延
15ミリ秒  ~  可変インタースキャン・コー

ド遅延ミリ秒 

³ 8 1 6 5 1 5 0 0  
 
指定された時間は個々の 9ビッ
トのスキャンコードの間隔を表
します。 
 
 特定の PCキーボード

BIOSを操作する場合、こ
のパラメータを調整する
必要があります。 

 

³ 9 1 6 5 0 0  
 
viii ページのマルチコード設定方
式を参照してください。 
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セクション H  コントロールセット 
 
通常、一般的なバーコードシンボルは ASCIIキャラクタセットのみエンコードします。IBM
互換キーボードでは、ファンクションキー、矢印キー、その他多くの拡張キーは ASCII
キャラクタに変換されません。拡張キーをバーコード化する方法の 1 つとして、特定の
ASCII コントロールキャラクタがバーコードのストリームにある場合、拡張キーコードを代
用して使う方法があります。コントロールセットは ASCII（HEX）セットの特殊な変換とな
ります。 
 

 コントロールセット #1 
 

コントロールセット#1を有効にする 

³ 4 1 6 4 8 4  

コントロールセット#1を無効にする 

³ 4 1 6 4 0 4  
 



キーボード H

 

 11

セクション H  コントロールセット #1 
 

 

ASCII（HEX） ASCIIコントロール 拡張キー 
00H Null 数字キーパッド 
01H SOH Num Lock 
02H STX 下向き矢印 
03H ETX 数字キーパッド 
04H EOT Insert 
05H ENQ Delete 
06H ACK システムリクエスト 
07H BEL （左矢印） 

08H BS （右矢印） 

09H TAB Tab 
0AH LF Caps Lock 
0BH VT Shift Tab 
0CH FF Alt 
0DH CR Enter 
0EH SO Control 
0FH SI 上向き矢印 
10H DLE F1 
11H DC1 F2 
12H DC2 F3 
13H DC3 F4 
14H DC4 F5 
15H NAK F6 
16H SYN F7 
17H ETB F8 
18H CAN F9 
19H EM F10 
1AH SUB Home 
1BH ESC Esc 
1CH FS Page Up 
1DH GS Page Down 
1EH RS Print Screen 
1FH US End 
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セクション H  3151端末キーボード 
 
*  3151端末キーボード   

³ 3 1 6 4 0 0  

  

 
 



OCIA I

 

 1

セクション I OCIA 
 
OCIAデフォルトを読み込む  OCIAを有効にする 

³ 9 9 9 9 9 3  
 
 

 

³ 4 1 5 5 4 4   
 
通信要件が OCIA（光結合イ
ンターフェース）の場合、こ
の機能を選択します。 
 
 ホストはこのシリアル

インターフェースを記
録します。 

DTS/Siemensを有効にする  *  DTS/Nixdorfを有効にする 

³ 2 1 7 7 0 6  

 

³ 2 1 7 7 1 6  

NCR-Sを有効にする  NCR-Fを有効にする 

³ 2 1 7 7 3 6  

 

³ 2 1 7 7 2 6  
 
 





ライトペン／レーザーエミュレーション J

 

 1

セクション J ライトペン 
 

ライトペンモードを有効にする   

³ 4 1 5 5 2 4  
 
スキャナがライトペンの代わ
りに使用される場合、この機
能を選択します。スキャンさ
れた各バーコードにライトペ
ンエミュレーションを行いま
す。 

  

*  高いバー  高いスペース 

³ 1 1 6 9 1 7  

 

³ 1 1 6 9 0 7  

Code 39を送信する  *  スキャンされたままで送信
する 

³ 1 1 6 9 1 6  
 
すべてのバーコードはデコー
ドされ、Code 39 のバーコー
ドとして送信されます。 

 

³ 1 1 6 9 0 6  
 
すべてのバーコードはデコー
ドされ、そのままのシンボル
で送信されます。 

 



ライトペン／レーザーエミュレーション J
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セクション J  ライトペン／細エレメント・ボーダーの設定 
 
ライトペンの電源をチェック
する  *  ライトペンの電源をチェック

しない 

³ 1 1 6 9 1 5  
 
スキャナはデータ送信の前に
有効な電源電圧を待機しま
す。 

 

³ 1 1 6 9 0 5  
 
スキャナはデータ送信の前に有
効な電源電圧を待機しません。 

ライトペンの追加切り替えを
有効にする  *  ライトペンの追加切り替えを

無効にする 

³ 1 1 6 9 1 1  
 
スキャナはブザーを鳴らし、
デコーダーをチェックする追
加データパルスでライトペ
ン・データラインを切り替え
ます。 

 

³ 1 1 6 9 0 1  

10x 細エレメント・ボーダー  *  50x 細エレメント・ボーダー 

³ 1 1 6 9 1 2  
 
10x ボーダーを使用したライ
トペン／Wand エミュレー
ションの送信を許可します。 

 

³ 1 1 6 9 0 2  
 
50x ボーダーを使用したライト
ペン／Wand エミュレーション
の送信を許可します。 

 



ライトペン／レーザーエミュレーション J
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セクション J  細エレメント幅の設定／レーザーエミュレーション 
 

*  1ミリ秒の細エレメント幅  60マイクロ秒の細エレメント幅 

³ 8 1 6 8 1 6 3 0  
 
1 ミリ秒の細エレメント幅で
ライトペン／Wand エミュ
レーションの送信を許可しま
す。 

 

³ 8 1 6 8 1 0 0  
 
60 マイクロ秒の細エレメント幅
で送信します。 

100 マイクロ秒の細エレメン
ト幅  500マイクロ秒の細エレメント幅 

³ 8 1 6 8 1 6 0  
 
100 マイクロ秒の細エレメン
ト幅で送信します。 

 

³ 8 1 6 8 8 2 0  
 
500マイクロ秒の細エレメント幅
で送信します。 

~  可変の細エレメント幅 †  レーザーエミュレーション 

³ 9 1 6 8 0 0  
 
6 マイクロ秒単位で最小 x 幅
を設定します。このバーコー
ドをスキャンし、続いてセク
ション Mに記載されている 3
桁のコードバイトシーケンス
をスキャンします。 † 

 
†  viii ページのマルチ
コード方式を参照して
ください。 

³ 9 9 9 9 7 9  

 
 





IBM 46xxの設定 K
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セクション K  IBM 46xxの設定／IBMポート 
 
IBM 46xxデフォルトを読み込
む  IBM 46xx通信を有効にする 

³ 9 9 9 9 9 5  
 
IBM 46xxシステムのデフォル
トフォーマット設定を読み込
みます。 

 

 

³ 4 1 5 5 0 4  
 
IBM 46xx SIOC/RS485 通信
にはこの機能を選択します。 
 
 スキャナによってはこ

のインターフェースに
対応していません。適
切なインターフェース
ボードが必要です。 

IBMポート 17B 
3687-2イン・カウンター  IBMポート 5B 

1520 HHレーザー 

³ 3 1 7 2 5 0  
 

 

³ 3 1 7 2 6 0  
 

* IBMポート 9B 
4500 CCD HH BCR1  IBMポート 9B 

4501 CCD HH BCR2 

³ 3 1 7 2 7 0  

 

³ 3 1 7 2 3 0  
 



IBM 46xxの設定 K
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セクション K  IBM予備コード 
 
IBM 予備#1  IBM 予備 #2 

³ 3 1 7 2 0 0  

 

³ 3 1 7 2 1 0  

IBM 予備 #3   

³ 3 1 7 2 2 0  

  

IBM 予備 #5   

³ 3 1 7 2 4 0  

  

 
 



コードバイト M
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セクション M コードバイトの使用方法 
 
ユーザー設定可能なプレフィックス、読取桁数、その他の機能を以下のコードバイトを使

用して設定する場合は、スキャナを設定モードにする必要があります。設定サイクルを開

始する前に、「設定モード開始／終了」バーコードをスキャンしてください。シングル

コード設定モードはこれらのマルチコードシーケンスでは機能しません。 
 
 

設定モード開始／終了 

³ 9 9 9 9 9 9  
 
 
 
 
例 
 
ユーザー設定が可能なプレフィックス／サフィックスのキャラクタ（セクション E）は、

ASCIIキャラクタに相当する 3桁の 10進数を該当するコードバイト・バーコードを使って

適切なキャラクタロケーションにスキャンして、スキャナに保存できます。 
 
プレフィックスとしてアスタリスク（*）を追加するには、次の順番でバーコードをスキャ

ンしてください。 
 

1. 「設定モード開始／終了」 （ブザー音 3回） 

2. 「設定可能なプレフィックス#1」 （ブザー音 1回） 

3. 「コードバイト 0」 （ブザー音 1回） 

4. 「コードバイト 4」 （ブザー音 2回） 

5. 「コードバイト 2」 （ブザー音 3回） 

6. 「設定モード開始／終了」 （ブザー音 3回） 
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セクション M  コードバイト 0-5 
 
コードバイト 0  コードバイト 1 

³ 0  

 

³ 1  

コードバイト 2  コードバイト 3 

³ 2  

 

³ 3  

コードバイト 4  コードバイト 5 

³ 4  

 

³ 5  
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セクション M  コードバイト 6-9 
 
コードバイト 6  コードバイト 7 

³ 6  

 

³ 7  

コードバイト 8  コードバイト 9 

³ 8  

 

³ 9  
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セクション M  予備コード 
 
 ~ 予備コードを有効にする  
 

³ 9 9 9 9 8 8  
 

この機能の詳しい情報に関して

はメトロロジックのカスタマー

サービス担当者にご連絡くださ

い。 

 

 ~ 予備コードを無効にする  
 

³ 9 9 9 9 8 7  
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セクション M  コードバイト／コードタイプ表 
 

コードバイト コードタイプ 

004 UPC-A 

002 UPC-E 

003 EAN-8 

005 EAN-13 

080 Code 39 

081 Codabar 

082 Interleaved 2 of 5 

083 Code 128 

084 Code 93 

091 MSI Plessey 

092 Code 11 

093 Airline 2 of 5 （15 桁） 

094 Matrix 2 of 5 

095 Telepen 

096 UK Plessey 

098 Standard 2 of 5 

097 Airline （13 桁） 

099 TRI-OPTIC 

  
 



コードバイト M
 

 

6

セクション M  ASCII参照表 
 

HEX値 
10進値／ 

コードバイト値 
キャラクタ 対応するキーボード操作 

00 000 NUL @ 

01 001 SOH A 

02 002 STX B 

03 003 ETX C 

04 004 EOT D 

05 005 ENQ E 

06 006 ACK F 

07 007 BEL G 

08 008 BS H 

09 009 HT I 

0A 010 LF J 

0B 011 VT K 

0C 012 FF L 

0D 013 CR M 

0E 014 SO N 

0F 015 SI O 

10 016 DLE P 

11 017 DC1 Q 

12 018 DC2 R 

13 019 DC3 S 

14 020 DC4 T 

15 021 NAK U 

16 022 SYN V 

17 023 ETB W 

18 024 CAN X 

19 025 EM Y 

1A 026 SUB Z 
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セクション M  ASCII参照表 
 

HEX値 
10進値／ 

コードバイト値 
キャラクタ 対応するキーボード操作 

1B 027 ESC [ 

1C 028 FS \ 

1D 029 GS ^ 

1E 030 RS _ 

1F 031 US  

20 032 SP スペース、ブランク 
21 033 !  

22 034 “  

23 035 #  

24 036 $  

25 037 %  

26 038 &  

27 039 ‘ アポストロフィ 
28 040 (  

29 041 )  

2A 042 *  

2B 043 +  

2C 044 , コンマ 
2D 045 - マイナス 
2E 046 . ピリオド 
2F 047 /  

30 048 0 数字 0 
31 049 1 数字 1 
32 050 2  

33 051 3  

34 052 4  

35 053 5  
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セクション M  ASCII参照表 
 

HEX値 
10進値／ 

コードバイト値 
キャラクタ 対応するキーボード操作 

36 054 6  

37 055 7  

38 056 8  

39 057 9  

3A 058 :  

3B 059 ;  

3C 060 < 小なり 
3D 061 =  

3E 062 > 大なり 
3F 063 ?  

40 064 @ Shift P 

41 065 A  

42 066 B  

43 067 C  

44 068 D  

45 069 E  

46 070 F  

47 071 G  

48 072 H  

49 073 I 文字 l 
4A 074 J  

4B 075 K  

4C 076 L  

4D 077 M  

4E 078 N  
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セクション M  ASCII参照表 
 

HEX値 
10進値／ 

コードバイト値 
キャラクタ 対応するキーボード操作 

4F 079 O 文字 O 
50 080 P  

51 081 Q  

52 082 R  

53 083 S  

54 084 T  

55 085 U  

56 086 V  

57 087 W  

58 088 X  

59 089 Y  

5A 090 Z  

5B 091 [ Shift K 

5C 092 \ Shift L 

5D 093 ] Shift M 

5E 094 ^ Ï（上向き矢印）、Shift N 

5F 095 _ 
（左向き矢印）、Shift 0、 

アンダースコア 
60 096 ‘ アクセント記号 

61 097 a  

62 098 b  

63 099 c  

64 100 d  

65 101 e  

66 102 f  

67 103 g  

68 104 h  

69 105 i  
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セクション M  ASCII参照表 
 

HEX値 
10進値／ 

コードバイト値 
キャラクタ 対応するキーボード操作 

6A 106 j  

6B 107 k  

6C 108 l  

6D 109 m  

6E 110 n  

6F 111 o  

70 112 p  

71 113 q  

72 114 r  

73 115 s  

74 116 t  

75 117 u  

76 118 v  

77 119 w  

78 120 x  

79 121 y  

7A 122 z  

7B 123 {  

7C 124 | 縦スラッシュ 
7D 125 } Altモード 
7E 126 ~ （Altモード） 
7F 127 DEL Delete、Rubout 

    
 



コードバイト M

 

 11

セクション M  拡張キーコード参照表 
 

キー 
ATスキャ

ンコード

PS2スキャ

ンコード
3151

プレフィックス／サフィックス値   

HEX = 10進値 

Ï 75H 48H 63H 80H = 128 
Ð 72H 50H 60H 81H = 129 
Î 74H 4DH 6AH 82H = 130 
 6BH 4BH 61H 83H = 131 
Insert 70H 52H 67H 84H = 132 
Delete 71H 53H 64H 85H = 133 
Home 6CH 47H 6EH 86H = 134 
End 69H 4FH 00H 87H = 135 
Page Up 7DH 49H 00H 88H = 136 
Page Down 7AH 51H 00H 89H = 137 

右 Alt 11H 38H 00H 8AH = 138 

右 Ctrl 14H 1DH 39H 8BH = 139 

予備 00H 00H 00H 8CH = 140 

予備 00H 00H 00H 8DH = 141 

数字キーパッド Enter 5AH 1CH 79H 8EH = 142 

数字キーパッド／ 4AH 35H 00H 8FH = 143 

F1 05H 3BH 07H 90H = 144 
F2 06H 3CH 0FH 91H = 145 
F3 04H 3DH 17H 92H = 146 
F4 0CH 3EH 1FH 93H = 147 
F5 03H 3FH 27H 94H = 148 
F6 0BH 40H 2FH 95H = 149 
F7 83H 41H 37H 96H = 150 
F8 0AH 42H 3FH 97H = 151 
F9 01H 43H 47H 98H = 152 
F10 09H 44H 4FH 99H = 153 
F11 78H 57H 56H 9AH = 154 
F12 07H 58H 5EH 9BH = 155 

数字＋ 79H 4EH 00H 9CH = 156 
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セクション M  拡張キーコード参照表 
 

キー 
AT スキャ

ンコード

PS2 スキャ

ンコード
3151

プレフィックス／サフィックス値 

HEX = 10進値 

数字－ 7BH 4AH 7CH 9DH = 157 

数字 * 7CH 37H 00H 9EH = 158 

Caps Lock 58H 3AH 14H 9FH = 159 
Num Lock 77H 45H 00H A0H = 160 

左 ALT 11H 38H 00H A1H = 161 

左 CTRL 14H 1DH 11H A2H = 162 

左 Shift 12H 2AH 12H A3H = 163 

右 Shift 59H 36H 59H A4H = 164 

Print Screen Multiple 00H 00H A5H = 165 
Tab 0DH 0FH 0DH A6H = 166 
Shift Tab 8DH 8FH 65H A7H = 167 
Enter 5AH 1CH 5AH A8H = 168 
ESC 76H 01H 08H A9H = 169 

左 ALT Make 11H 36H 00H AAH = 170 

左 ALT Break 11H B6H 00H ABH = 171 

左 CTRL Make 14H 1DH 00H ACH = 172 

左 CTRL Break 14H 9DH 00H ADH = 173 

*  左 ALT＋1キャラク

タ 
11H 36H 00H AEH = 174 

*  左 CTRL＋1キャラ

クタ 
14H 1DH 00H AFH = 175 

*  Send   58H C0H = 192 
Clear   6FH C1H = 193 
Jump   76H C2H = 194 
Send Line   7EH C3H = 195 
Erase EOF   6DH C4H = 196 

Send - Makeのみ   58H C5H = 197 
     

 
* 例 

1桁目の設定可能なプレフィックス＝174 

2桁目の設定可能なプレフィックス＝065 

スキャナは＜左 ALT Make＞「A」＜左 ALT Break＞を送信します。 
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セクション N  カスタムデフォルト 
 
メトロロジックでは OEMアプリケーションに対応したスキャナも製造しています。それら

のスキャナはメトロロジックの工場出荷デフォルトとは異なったデフォルト設定を使用し

ている場合があります。次のバーコードをスキャンすると、メトロロジックの工場出荷デ

フォルトに再設定できます。 
 
 工場出荷デフォルトを有効にする  
 

³ 8 4 6 6 0 0  
 
このコードに続いて「デフォル
ト」コードをスキャンすると、メ
トロロジックの工場出荷デフォル
トが読み込まれ、有効になりま
す。 

 

 デフォルト  
 

³ 9 9 9 9 9 8  
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セクション N  カスタムデフォルト 
 
Ruby Verifoneデフォルト  RCH 

³ 8 4 6 6 1 2 8 0  
 
このコードに続いて「デフォ
ルト」コードをスキャンする
と、Ruby Verifone のデフォ
ルトが読み込まれ、有効にな
ります。 

 

³ 8 4 6 6 1 0  
 
このコードに続いて「デフォ
ルト」コードをスキャンする
と、RCH のデフォルトが読
み込まれ、有効になります。 

Sanyo  Gilbarco 

³ 8 4 6 6 0 2 0  
 
このコードに続いて「デフォ
ルト」コードをスキャンする
と、Sanyo のデフォルトが読
み込まれ、有効になります。 

 

³ 8 4 6 6 3 0  
 
このコードに続いて「デフォ
ルト」コードをスキャンする
と、Gilbarco のデフォルトが
読み込まれ、有効になりま
す。 

ALTデフォルト  MS6750デフォルト 

³ 8 4 6 6 0 0 4 0  
 
このコードに続いて「デフォ
ルト」コードをスキャンする
と、ALT のデフォルトが読み
込まれ、有効になります。 

 

³ 8 4 6 6 0 0 8 0  
 
このコードに続いて「デフォ
ルト」コードをスキャンする
と、MS6750 のデフォルトが読
み込まれ、有効になります。 
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セクション N  カスタムデフォルト 
 
German Post デフォルト  Wincor Nixdorf デフォルト 

³ 8 4 6 6 0 0 9 0  
 
このコードに続いて「デフォ
ルト」コードをスキャンする
と、German Post のデフォル
トが読み込まれ、有効になり
ます。 

 

³ 8 4 6 6 0 1 4 0  
 
このコードに続いて「デフォ
ルト」コードをスキャンする
と、Wincor Nixdorf のデフォ
ルトが読み込まれ、有効にな
ります。 

Quantum Pharmacy デフォル
ト  Korean Mental デフォルト 

³ 8 4 6 6 0 1 9 0  
 
このコードに続いて「デフォ
ルト」コードをスキャンする
と、Quantum Pharmacy のデ
フォルトが読み込まれ、有効
になります。 

 

³ 8 4 6 6 0 2 0 0  
 
このコードに続いて「デフォ
ルト」コードをスキャンする
と、Korean Mental のデフォ
ルトが読み込まれ、有効にな
ります。 

Wincor Nixdorf、 
QuantumE デフォルト  Auxiliary Wincor Nixdorf Plus 

Marketsデフォルト 

³ 8 4 6 6 0 2 5 0   
 
このコードに続いて「デフォ
ルト」コードをスキャンする
と、Wincor Nixdorf、 
QuantumE のデフォルトが読
み込まれ、有効になります。 

 

³ 8 4 6 6 0 2 6 0  
 
このコードに続いて「デフォ
ルト」コードをスキャンする
と、Auxiliary Wincor Nixdorf 
Plus Markets のデフォルトが
読み込まれ、有効になりま
す。 
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セクション N  カスタムデフォルト 
 
Custom 21デフォルト  Custom 22 デフォルト 

³ 8 4 6 6 0 2 1 0  
 
このコードに続いて「デフォ
ルト」コードをスキャンする
と、Custom 21 のデフォルト
が読み込まれ、有効になりま
す。 

 

³ 8 4 6 6 0 2 2 0  
 
このコードに続いて「デフォ
ルト」コードをスキャンする
と、Custom 22 のデフォルト
が読み込まれ、有効になりま
す。 

Custom 23デフォルト   

³ 8 4 6 6 0 2 3 0  
 
このコードに続いて「デフォ
ルト」コードをスキャンする
と、Custom 23 のデフォルト
が読み込まれ、有効になりま
す。 

  

カスタム端末 FR1  カスタムキーボード FR1 

³ 9 9 7 0 0 1  

 

³ 9 9 7 0 0 0  
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セクション N  シリアル設定モード 
 
シリアル設定モードでは、すべてのコマンドは STX（02 Hex）と ETX（03 Hex）で囲まれ

ていなければなりません。デフォルトに戻すには以下を行います。 
 

1. シリアルポートを通じて<STX>999999<ETX>を送信します。これでス

キャナはシリアル設定モードになります。スキャンが一時停止し、ス

キャナは ACK（06 Hex）と応答します。 
 
2. シリアルポートを通じて<STX>999998<ETX>を送信します。これは

MetroSelectガイドに記載する「デフォルト」バーコードです。スキャ

ナは ACK（06 Hex）と応答します。 
 
3. シリアルポートを通じて <STX>999999<ETX>を送信します。これでス

キャナは設定モードを終了し、新しい設定を保存します。スキャナは

ブザーを 3回鳴らし、ACK（06 Hex）を送信します。 
 
スキャナがコマンドを認識できないときは常時 NAK（15 Hex）と応答します。 
 
 

 ソフトウェア／シリアルナンバー 
 
ソフトウェアナンバー  スキャナの情報 

³ 9 9 9 9 6 5  
 
スキャナはソフトウェアナン
バーを送信します。 

 

³ 9 9 9 9 2 8  
 
このバーコードは「Main（主
要）」および「Interface Co-
processor（インターフェー
ス・コプロセッサ）」ソフト
ウェアナンバーとスキャナの
シリアルナンバーを同時に送
信します。 
 
データはフォーマットされた
バーコードデータとして出力
されます。 
（例：15xxx/15xxx/ 
9876543210、 x は任意の非
数値を表します） 
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セクション O  AUXポートを無効にする 
 
  *  AUXポートを無効にする 
  

³ 4 3 7 3 0 0  

 AUXポートおよび第 2スキャナのデータフォーマット 
 

 以下のセクションには、メトロロジックの一部機種しか利用できない機能

が含まれています。詳しい情報と技術的なサポートに関してはメトロロ

ジックのカスタマーサービス担当者にお尋ねください。 

メトロロジックのスキャナを第 2スキャナとして使用する場合 

以下のステップ 1に従い、メトロロジックのスキャナを第 2スキャナとして容認するよう

AUXポートを設定してください。次に、ステップ 2で AUXポートのデータフォーマット

と一致するように第 2スキャナを設定してください。  
 
第 2スキャナがメトロロジックのスキャナではない場合、ページ 0-3を参照し、「第 2ス

キャナとして他社製の RS-232スキャナを使用する場合」の指示に従ってください。 
 

AUX入力ポートのデータフォーマットは第 2スキャナの主出力フォーマットに一致し

ていなければなりません。 
 
 
ステップ 1：以下のバーコードをスキャンしてメインスキャナの AUX ポートを有効にします。 

AUXポートデータフォーマット 

³ 4 3 7 3 3 0  
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セクション O  AUXポートおよび第 2スキャナのデータフォーマット 
 

ステップ 2：次に、以下のバーコードを順番にスキャンして、第 2スキャナを設

定します。 
 

1. AUX出力を有効にする 
 

 
2.第 2スキャナのデータフォー

マット 

³ 1 2 4 8 1 7  

 

³ 4 3 7 5 3 0  

   
   

3.通信タイムアウトを有効にする  4.第 2スキャナのブザーをオフ
にする（オプション） 

³ 1 1 8 4 1 2  

 

³ 3 1 8 5 0 5  
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セクション O  AUXポートおよび第 2スキャナのデータフォーマット 
 

 以下のセクションには、メトロロジックの一部機種でしか利用できない機

能が含まれています。詳しい情報と技術的なサポートに関してはメトロロ

ジックのカスタマーサービス担当者にお尋ねください。 
 

第 2スキャナとして他社製の RS-232スキャナを使用する場合 
 
以下のバーコードをスキャンしてメインスキャナの AUXポートを有効にしてください。 
 

AUXポートの一般的な RS-232フォーマット 

³ 4 3 7 3 1 0  

AUX入力ポートのデータフォーマットは第 2スキャナの主出力フォーマットに一致

していなければなりません。第 2スキャナは RTS/CTSハンドシェークに対応し、

データ上にキャリッジ・リターン（ASCII 0DH）ターミネータがなければなりませ

ん。 
 

「AUXポートの一般的な RS-232フォーマット」のデフォルト設定は以下の通りで

す。 

• ボーレート 38400 

• 7データビット 

• 2ストップビット 

• 空白パリティ 
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セクション O  追加 AUXポートのデータフォーマット 
 

AUX入力ポートのデータフォーマットは第 2スキャナの主出力フォーマットに一致

していなければなりません。 
 

AUX ポートで UPC サプリメ
ントデータフォーマットを有
効にする 

 AUX ポートでコード選択デー
タフォーマットを有効にする 

³ 4 3 7 3 4 0  

 

³ 4 3 7 3 5 0  

AUXポートで Tech 7、8デー
タフォーマットを有効にする  

AUX ポートで予備 2 データ
フォーマットを有効にする 

³ 4 3 7 3 6 0  

 

³ 4 3 7 3 8 0  

AUX ポートで Beetle モード
データフォーマットを有効に
する 

 AUX ポートで予備 1 データ
フォーマットを有効にする 

³ 4 3 7 3 7 0  

 

³ 4 3 7 3 9 0  
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セクション O  追加 AUXポートのデータフォーマット 
 
AUX ポートで Stratos デコー
ドデータフォーマットを有効
にする 

  

³ 4 3 7 3 2 0  

  

 
 AUXポートのボーレート 
 
 
AUXボーレート 115200  AUXボーレート 57600 

³ 4 3 7 0 1 0 0  

 

³ 4 3 7 0 9 0  

AUXボーレート 38400  AUXボーレート 19200 

³ 4 3 7 0 8 0  

 

³ 4 3 7 0 7 0  
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セクション O  AUXポートのボーレート 
 
AUXボーレート 14400  AUXボーレート 9600 

³ 4 3 7 0 6 0  

 

³ 4 3 7 0 5 0  

AUXボーレート 4800  AUXボーレート 2400 

³ 4 3 7 0 4 0  

 

³ 4 3 7 0 3 0  

AUXボーレート 1200  AUXボーレート 600 

³ 4 3 7 0 2 0  

 

³ 4 3 7 0 1 0  
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セクション O  AUXポートのボーレート 
 
AUXボーレート 300   

³ 4 3 7 0 0 0  

  

 

 AUXポートのパリティ 
 
AUXパリティなし   

³ 3 3 7 2 4 5  

  

AUXマークパリティ  *  AUX空白パリティ 

³ 3 3 7 2 3 5  

 

³ 3 3 7 2 1 5  
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セクション O  AUXポートのパリティ 
 
AUX 偶数パリティ  AUX 奇数パリティ 

³ 3 3 7 2 2 5  

 

³ 3 3 7 2 0 5  

 

 AUXポートのストップビット／データビット 
 
AUX 1ストップビット  *  AUX 2ストップビット 

³ 1 3 7 2 1 4  

 

³ 1 3 7 2 0 4  

*  AUX 7データビット  AUX 8データビット 

³ 1 3 7 2 0 3  

 

³ 1 3 7 2 1 3  
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セクション O  AUX RTS/CTSおよびモード 7 
 
*  AUX RTS/CTSハンド
シェークを有効にする  AUX RTS/CTS ハンドシェー

クを無効にする 

³ 1 3 7 0 1 6  

 

³ 1 3 7 0 0 6  

メッセージ AUX RTS/CTS  *  キャラクタ AUX RTS/CTS 

³ 1 3 7 0 0 5  

 

³ 1 3 7 0 1 5  

AUX ポートモード 7を有効に
する  AUX ポートモード 7を無効に

する 

³ 4 3 7 3 7 0  
 
モード 7 は AUX ポート
RTS/CTS ハンドシェークが
無効の場合、プレフィックス
／サフィックスコードの受信
を有効にします。 

 

³ 4 3 7 3 1 0  
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セクション O  AUX D/E、F/Lおよび M/O 
 
AUX「D/E」コマンドを有効
にする  *  AUX「D/E」コマンドを無

効にする 

³ 1 3 7 1 1 7  

 

³ 1 3 7 1 0 7  

AUX「F/L」コマンドを有効
にする  *  AUX「F/L」コマンドを無

効にする 

³ 1 3 7 1 1 6  

 

³ 1 3 7 1 0 6  

AUX「M/O」コマンドを有効
にする  *  AUX「M/O」コマンドを無

効にする 

³ 1 3 7 1 1 5  

 

³ 1 3 7 1 0 5  
 



AUXポートのコントロール O

 

 11

セクション O  AUX XON/XOFFおよび ACK/NAK 
 
* AUX XON/XOFFハンド
シェークを有効にする  AUX XON/XOFFハンド 

シェークを無効にする 

³ 1 3 7 1 1 4  

 

³ 1 3 7 1 0 4  

   

   

*  AUX ACK/NAKコマンドを
有効にする  AUX ACK/NAK コマンドを無

効にする 

³ 1 3 7 1 1 3  

 

³ 1 3 7 1 0 3  
 



AUXポートのコントロール O
 

 

12

セクション O  AUX CTSおよび RTSポラリティ 
 

*  標準 AUX CTSポラリティ  反転 AUX CTSポラリティ 

³ 1 3 7 3 0 7  

 

³ 1 3 7 3 1 7  

*  標準 AUX RTSポラリティ  反転 AUX RTSポラリティ 

³ 1 3 7 3 0 6  

 

³ 1 3 7 3 1 6  

 AUX 同一シンボル・タイムアウト 
 
*  AUXは同一シンボル・タイ
ムアウトを持つ  AUX 同一シンボル・タイムア

ウトなし 

³ 1 3 7 3 0 4  
 
この機能は、AUX スキャナが
メインスキャナの同一シンボ
ル・タイムアウトよりも早く
スキャン（リピート）した場
合、メインスキャナの同一シ
ンボル・タイムアウトをス
キップします。 

 

³ 1 3 7 3 1 4  
 
 メトロロジックは「AUX

同一シンボル・タイムア
ウト」機能が無効のと
き、AUXスキャナのブ
ザーをオフにすることを
推奨します。 

 



AUXポートのコントロール O

 

 13

セクション O  主出力ポートの AUXデータフォーマット 
 
スキャナを他のスキャナの AUX入力の第 2スキャナとして使用する場合、出力データは以

下のフォーマットのいずれかになります。 
 

  予備 Code 32 
  

³ 1 2 4 8 1 7  
 
HoloTrak デコードデータ
フォーマットを使用して第 2
スキャナに予備 Code 32を素
早く設定できます。 

 

 このコードは MS6720
には使用できません。 

*  HoloTrakデコード出力
AUXデータフォーマット  UPC サプリメント出力 AUX 

データフォーマット 

³ 4 3 7 5 0 0  

 

³ 4 3 7 5 4 0  

Stratos デコード出力 AUX
データフォーマット  コード選択出力 AUX データ

フォーマット 

³ 4 3 7 5 2 0  

 

³ 4 3 7 5 5 0  
 



AUXポートのコントロール O
 

 

14

セクション O  主出力ポートの AUXデータフォーマット 
 
TECH 7 & 8出力 AUXデータ
フォーマット  予備  1 出力 AUX データ

フォーマット 

³ 4 3 7 5 6 0  

 

³ 4 3 7 5 9 0  

予備 2出力  
AUX データフォーマット  Beetleモード 

AUXデータフォーマット 

³ 4 3 7 5 8 0  

 

³ 4 3 7 5 7 0  



AUXポートのコントロール O

 

 15

セクション O  キャラクタ間の遅延 
 
AUX ポート 
キャラクタ間遅延なし  *  1ミリ秒の AUXポートキャ

ラクタ間の遅延 

³ 8 3 7 6 0 0  

 

³ 8 3 7 6 1 0  

10 ミリ秒の AUX ポートキャ
ラクタ間の遅延  25 ミリ秒の AUX ポートキャ

ラクタ間の遅延 

³ 8 3 7 6 1 0 0  

 

³ 8 3 7 6 2 5 0  

~ 可変 AUXポートキャラク
タ間の遅延 

³ 9 3 7 6 0 0  

 

 
AUX ポートから送信されるキャラクタ間の遅延は、1 ミリ秒
単位で設定できます。「可変 AUX ポートキャラクタ間の遅
延」バーコードをスキャンし、続いて 001から 255ミリ秒の
範囲のコードバイトの 3 つのキャラクタシーケンスをスキャ
ンしてください。 
 
viii ページのマルチコード設定方法を参照してください。 

 

 



AUXポートのコントロール O
 

 

16

セクション O  AUXポートのコントロール 
 

AUXからのブザーを無効にする  *  AUXからのブザーを許可する 

³ 8 3 7 6 0 0  
 
AUX ポートからバーコードが送
られてきた場合、メインスキャ
ナのブザー音を無効にします。
これはバーコードの送信を確認
するため、AUX がブザーを鳴ら
さずにメインスキャナがブザー
を鳴らす機能の逆です。 

 

³ 8 3 7 6 1 0  
 
AUX ポートからバーコードが送
られてきた場合、メインスキャ
ナがブザーを鳴らすことを許可
します。これはデフォルト条件
です。 

 
 



USB P

 

 1

セクション P  USB 
 
高速 USBを有効にする   

³ 4 1 5 5 1 2 4  
 

 

 
 

 

内蔵の高速 USB IBM/OEM デ
フォルトを読み込む   

³ 9 9 9 9 7 0  

  

 



USB P
 

 

2

セクション P USB 
 
以下のコードは「内蔵の高速 USB IBM/OEMデフォルトを読み込む」バーコードがスキャ

ンされていない場合に使用できます。 
 
USB IBM IDを有効にする  * USB IBM IDを無効にする 

³ 1 1 7 8 1 7  

 

³ 1 1 7 8 0 7  

* 拡張コード ID  レガシーコード ID 

³ 1 1 7 8 0 4  

 

³ 1 1 7 8 1 4  

予備  * ノーマル USB出力 

³ 1 1 7 8 1 6  

 

³ 1 1 7 8 0 6  



USB P

 

 3

セクション P  USB 
 
以下のコードは「内蔵の高速 USB IBM/OEMデフォルトを読み込む」バーコードがスキャ

ンされていない場合に使用できます。 
 
IBM OEM スキャナ 4A00h フ
ラットベッド 

 IBM OEM スキャナ 4B00h ハ
ンドヘルド 

³ 3 1 6 4 1 0  
 
高速 USBのみ 

 

³ 3 1 6 4 3 0  
 
高速 USBのみ 

4A00h/6E00h テーブルトップ
スキャナ／スケール  

* USBキーボード・エミュ
レーションモードを有効に
する 

³ 3 1 6 4 4 0  
 

 

³ 3 1 6 4 0 0  

単方向 USB シリアル・エ
ミュレーションモードを有効
にする 

二方向 USB シリアル・エ
ミュレーションモードを有効
にする 

³ 3 1 6 4 7 0  

 

³ 3 1 6 4 6 0  

 



USB P
 

 

4

セクション P  USB 
 
低速 USBを有効にする 

 低速 USB POS デフォルトを
有効にする 

³ 4 1 5 5 1 1 4  

 

³ 8 4 6 6 0 1 8 0  

低速外部 USB デフォルトを
読み込む 

 低速内部 USB キーボードデ
フォルトを読み込む 

³ 9 9 9 9 7 8  

 

³ 9 9 9 9 4 1  
 
低速（LS）USB とラベル表
示された製品にのみ使用しま
す。 

高速キーボード内部 USB デ
フォルトを読み込む 

  
 

³ 9 9 9 9 4 0  
 
高速（FS）USB とラベル表
示された製品にのみ使用しま
す。 

  

 
 



IS3480 / MS3580 / MS3780 R

 

 1

セクション R IS3480 / MS3580 / MS3780 
 
以下のバーコードは特に指定のない限り使用が IS3480、MS3580、MS3780に限定されま

す。 
 
ボタンモード 

* ボタンクリックパターン・
切り替えモード  ボタンホールドパターン・切

り替えモード 

³ 1 2 3 8 0 6  

 

³ 1 2 3 8 1 6  

ボタンクリックの遅延 

15秒のタイムアウト †  10秒のタイムアウト† 

³ 5 2 3 8 3 0 0  

 

³ 5 2 3 8 2 0 0  

* 5 秒のタイムアウト †  無限のタイムアウト † 

³ 5 2 3 8 1 0 0  

 

³ 5 2 3 8 3 1 0  
 
† この機能は MS3780では使用できません。 
 



IS3480 / MS3580 / MS3780 R
 

 

2

セクション R  IS3480 / MS3580 / MS3780 
 
以下のバーコードは特に指定のない限り使用が IS3480、MS3580、MS3780（スタンド上）

に限定されます。 
 

第 1スキャンパターン  第 2スキャンパターン 

* 主要・全方向  第 2・全方向 

³ 9 9 9 9 4 7  
 

このバーコードは全方向の読
み取りについて第 1 パターン
を全スキャンラインに設定し
ます。 

 

³ 9 9 9 9 4 4  
 

このバーコードは全方向の読
み取りについて第 2 パターン
を全スキャンラインに設定し
ます。 

第 1・ラスター  第 2・ラスター 

³ 9 9 9 9 4 6   
 

このバーコードは第 1 パター
ンを水平方向のラスターに設
定します。 

 

³ 9 9 9 9 4 3  
 

このバーコードは第 2 パター
ンを水平方向のラスターに設
定します。 

第 1・シングルライン  第 2・シングルライン 

³ 9 9 9 9 4 5  
 
このバーコードは第 1 パター
ンをメニュー読取のシングル
ラインに設定します。 

 

³ 9 9 9 9 4 2  
 
このバーコードは第 2 パター
ンをメニュー読取のシングル
ラインに設定します。 



IS3480 / MS3580 / MS3780 R

 

 3

セクション R  MS3780 
 
以下のバーコードは特に指定のない限り使用がMS3780（スタンド取り外し状態）に限定

されます。 
 
第 1スキャンパターン  第 2スキャンパターン 

* 第 1・全方向・スタンド取
り外し状態  第 2・全方向・スタンド取り

外し状態 

³ 9 9 9 9 3 7  
 

このバーコードは全方向の読
み取りについて第 1 パターン
を全スキャンラインに設定し
ます。 

 

³ 9 9 9 9 3 4  
 

このバーコードは全方向の読
み取りについて第 2 パターン
を全スキャンラインに設定し
ます。 

第 1・ラスター・スタンド取
り外し状態  第 2・ラスター・スタンド取

り外し状態 

³ 9 9 9 9 3 6  
 

このバーコードは第 1 パター
ンを水平方向のラスターに設
定します。 

 

³ 9 9 9 9 3 3  
 

このバーコードは第 2 パター
ンを水平方向のラスターに設
定します。 

第 1・シングルライン・スタ
ンド取り外し状態  第 2・シングルライン・スタ

ンド取り外し状態 

³ 9 9 9 9 3 5  
 
このバーコードは第 1 パター
ンをメニュー読取のシングル
ラインに設定します。 

 

³ 9 9 9 9 3 2  
 
このバーコードは第 2 パター
ンをメニュー読取のシングル
ラインに設定します。 

 



IS3480 / MS3580 / MS3780 R
 

 

4

セクション R  IS3480 / MS3580 / MS3780 
 
以下のバーコードは特に指定のない限り使用が IS3480、MS3580、MS3780に限定されま

す。 
 

スイートスポットモード 

スイートスポットモードを有
効にする   

³ 9 9 8 0 4 8  
 
 この機能はMS3580、

MS3780では使用でき
ません。 

スイートスポットモードは特定のバーコードタイプに対し、
読取速度が最大になる「スイートスポット」の場所を特定す
るのに使用します。スイートスポットモードについての詳細
は、「 IS3480 取り付けおよびユーザーガイド（MLPN 00-
02026）」を参照してください。 

CodeGate®（ IS3480 / MS3580） 

* CodeGateを有効にする  CodeGateを無効にする 

³ 1 1 8 7 1 3  
 
 このバーコードは

MS3780では使用でき
ません。R6ページの
MS3780に限定される
CodeGateオプションを
参照してください。 

 

³ 1 1 8 7 0 3  

読取深度 

* ノーマル読取深度  狭い読取深度 

³ 1 1 8 7 0 1  

 

³ 1 1 8 7 1 1  
  



IS3480 / MS3580 / MS3780 R

 

 5

セクション R  IS3480 / MS3580 / MS3780 
 
以下のバーコードは特に指定のない限り使用が IS3480、MS3580、MS3780に限定されま

す。 
 

IR（赤外線）の稼働 

IRの稼働  * IRの稼働を無効にする 

³ 1 2 3 8 1 7  

 

³ 1 2 3 8 0 7  

TTL RS232 
  

以下のバーコードは TTL RS232 Quantumシリーズ（IS/MS3x80-102）にのみ有効です。 
 
TTL RS232を有効にする  TTL RS232無効にする 

³ 1 2 0 3 1 1  

 

³ 1 2 0 3 0 1  

TTL RxD および TxD を反転
する  スタンダード TTL RxD およ

び TxD 

³ 1 2 0 3 1 2  
TTL RxD および TxD ピンは
0Vでアイドルになります。 

 

³ 1 2 0 3 0 2  
TTL RxD および TxD ピンは
+5Vでアイドルになります。 

 



IS3480 / MS3580 / MS3780 R
 

 

6

セクション R  MS3780 
 
以下のバーコードは特に指定のない限り使用がMS3780に限定されます。 
 

CodeGate（MS3780） 

* CodeGate、スタンド取り
外し状態、第 1パターンで
の稼働を有効にする 

 
CodeGate、スタンド取り外
し状態、第 1 パターンでの稼
働を無効にする 

³ 1 2 0 4 0 2  

 

³ 1 2 0 4 1 2  

* CodeGate、スタンド取り
外し状態、第 2パターンで
の稼働を有効にする 

 
CodeGate、スタンド取り外
し状態、第 2 パターンでの稼
働を無効にする 

³ 1 2 0 4 0 1  

 

³ 1 2 0 4 1 1  

スタンド上で CodeGate を有
効にする  * スタンド上で CodeGateを

無効にする 

³ 1 1 8 7 0 7  

 

³ 1 1 8 7 1 7  

 



IS3480 / MS3580 / MS3780 R

 

 7

セクション R  MS3780 
 
以下のバーコードは特に指定のない限り使用がMS3780に限定されます。 
 

モード（MS3780） 

ノーマルモードを有効にする   

³ 4 1 8 3 0 4  

  

IR稼働モードを有効にする   

³ 4 1 8 3 6 4  

  

トリガーモードを有効にする   

³ 4 1 8 3 5 4  

  





プロトコル・フォーマット S

 

 1

セクション S  プロトコル・フォーマット 
   
以下のバーコードは Stratosシリーズおよび、Fusionと Voyagerの一部の機種に使用され

ます。詳しい情報と技術的なサポートについては、メトロロジックのカスタマーサービス

担当者にお尋ねください。 
 
*  ROMエミュレーション・
バージョン 1  ROM エミュレーション・

バージョン  2 

³ 3 4 2 1 0 0  
 
ROM エミュレーション・
バージョン 1 はデフォルトの
ROM エミュレーションで
す。デフォルト ROM エミュ
レーションはスキャナによっ
て異なります。この機能はホ
ストシステムから要求のあっ
た場合、ROM のバージョン
情報を送信します。 

 

³ 3 4 2 1 1 0  
 
 

ROM エミュレーション・
バージョン 3  ROM エミュレーション・

バージョン 4

³ 3 4 2 1 2 0  
 
 

 

³ 3 4 2 1 3 0  
 
 

ROM エミュレーション・
バージョン 5  ROM エミュレーション・

バージョン 6

³ 3 4 2 1 4 0  

 

³ 3 4 2 1 5 0  
 



プロトコル・フォーマット S
 

 

2

セクション S  プロトコル・フォーマット 
 
ROM エミュレーション・
バージョン 7  ROM エミュレーション・

バージョン 8 

³ 3 4 2 1 6 0  
 
 

 

³ 3 4 2 1 7 0  
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